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A study on the effects of international exchange business of 
lifelong sports events between Japan and South Korea 
-Focusing on The Sports masters Japan and The National Sport for All Festival Korea- 
 
Abstract 
 
This study examines the existing state of ‘international exchange 
business of lifelong sports events between Japan and South Korea’ through 
literature, interview and questionnaire survey. This business has been 
continued steadily for 18 years since 1997. The purpose of this paper is 
to consider the reasons for this business is steadily maintained, and also 
to evaluate the achievement of this business. Then this paper purposes to 
suggest this business something to need from now on.   
Chapter 1 is introduced widely about background, purpose, method, range, 
composition, hypothesis of this study.  
Chapter 2 is investigated concretely about the outline of international  
exchange business of lifelong sports events between Japan and South Korea, 
that is, the Japanese Sports Masters and the Korea National Life Sports Fe
stival. This exchange business has three characters; Firstly, they 
are supported by the Government. Secondly, however, they are organized by 
the private sector. Thirdly, the exchange is not short-term, but it is int
ended to be long- term after the festival. 
Chapter 3 is compared results of the past survey that was realized by 
sports Association of two countries of Japan and South Korea separately. A
ccording to the questionnaire, both Japanese and Korean participants were 
highly satisfied with the exchange business.  However, as those survey was 
not sufficient to study, we have to remake the questionnaire for 2014. 
Chapter 4 is analyzed about results of the survey in 2014 by the South 
Korea Sports Association, and I joined the making of the questionnaire. Ac
cording to the 2014 survey, more than eighty percent of both the Japanese 
and Korean feel satisfaction after their participation. Also over eighty  
percent of them changed their images of the opponents. Although the unsati
sfied Koreans are more than Japanese, most of their claims are the improve
ments of the festival management, not the opposition to the exchange busin
ess.   
 In conclusion, Chapter 5 is evaluated about the overall effects of the 
international exchange business of lifelong sports events between Japan an
d Korea. The effect of this business is a trust and a continuous exchange 
between Japan and Korea, which the images of the opponent are changed posi
tively each other. From now, Japanese and Koreans should join the survey t
eam to make the common questionnaire and to manage the next step of exchan 
ge business. 
And then If it realized the extension of the sports exchange by the 
2018 Korea Pyeongchang Olympic game the 2020 Japan Tokyo Olympic game and 
the 2021 Kansai World Masters Games, it would be expected more development 
ally sports exchange business between Japan and Korea. 
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第1章 序論 
 
 この章では背景でスポーツ交流の意義を、特に「日韓スポーツ交流事業」を中心
に述べた後、同事業に関する本研究の目的、方法、範囲について説明し、最後に論
文構成と既存文献について紹介する。 
 
1-1．研究背景 
1-1-1.スポーツ交流の意義 
 
スポーツ競技は他人と競い、勝つことを目的とするが、時として相手と競い合っ
ているうちに、お互いに尊敬や友情の念が湧き起こってきたりすることがある。そ
のおかげで憎み合っていた国や地域同士の誤解が解け、平和が実現するなどの話が
あるのはそのためだ。古代ギリシアで行われたオリンピックは、ギリシア全土から
選手が集まった競技大会として有名だが、その起源が戦争を中止し、競技会を開催
せよとのアポロ神殿のお告げによるものであったという話などは、スポーツ競技の
もつ効用を示した好例だろう。 
1896年フランスのクーベルタン男爵らの提唱により、近代オリンピックが開催さ
れてからも、平和と友情の精神は受け継がれた。第二次世界大戦が終わったとき、
人々の心に浮かんだのはオリンピックの再開だったし、1964年東京オリンピックは
敗戦国日本の再建と成長を世界に印象づけるものとなった。 
スポーツ競技の平和的貢献は、オリンピックのような高度な運動能力をもつアスリ
ートたちの大会にとどまらない。一般の人々が行う生涯スポーツも、人と人、地域
と地域、更には国と国との交流を深める役割をもっている。むしろ生涯スポーツの
ほうが、勝負にこだわらず、平和や友情の要素は更に強いといえるだろう。いまや
生涯スポーツは、先進国を中心とする世界的都市化・高齢化のなかで「誰もが、い
つでも、どこでも、いつまでも参加できる」ことが模索されているが（文部科学省
2007「生涯スポーツ社会の実現」『平成19年度版文部科学省白書』http://www.mex
t.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab200701/002/008/004.htm、2014年12月13日閲
覧）、その範囲は当初想定された近隣レベルから、国中、更には国境を越えて、グ
ローバルな範囲にまで広がろうとしている。 
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たとえば、1980年代から21世紀にかけて、日本では全国規模で行なわれた生涯ス
ポーツの総合競技大会は表1.1に示すように三種類に及ぶ（このうち全国スポー
ツ・レクリエーション祭は、日本体育協会が日本スポーツマスターズを始めたこと
もあって、2011年廃止）。 
生涯スポーツ交流の動きは世界的レベルにまで広がっており、代表的な例は、19
85年にカナダのトロントで第一回が開かれたワールド・マスターズ・ゲームズであ
る。中高年の一般選手を対象とした生涯スポーツの祭典で、オリンピックのように
４年に一度開催され、2021年には京都府・兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県など
の関西広域連合各府県市のもとで開催されることになっている。 
 
表1.1 日本の生涯スポーツに関する全国的大会 
 
番号 大会の名称 主催者 開催年・ 
開催地 
種目 特徴 
1 全国スポーツ・レクリエー
ション祭（略称：全国
スポ・レク祭） 
文部科学省、 日
本体育協会、日
本レクリエーション
協会、全国体育
指導員連合、開
催地の都道府県 
1988年（山
梨県）～ 
2011年 
（栃木県） 
サッカー、ボウリン
グ、テニス、陸上競
技、ドッジボール、
３B体操など28種
目 
親睦交流中心のレクリエーションの
祭典で、都道府県の代表が参加
するスポーツと、参加資格を問わ
ず、自由で、順位も競わないスポー
ツに分かれている。2011年をもって
終了 
2 日本スポーツマスターズ
（略称：シニア版国
体） 
日本体育協会、
開催地の都道府
県・市町村 
2001年（宮
崎県）～ 
継続中(201
4年は埼玉
県) 
水泳、サッカー、テ
ニス、バレーボー
ル、ゴルフ、ボウリン
グなど13種 
参加資格を原則35歳以上とした
壮年対象のスポーツ大会で、順位
を競いながら楽しむ形での生涯スポ
ーツの普及を目的としている 
3 全国健康福祉祭 
（略称：ねんりんピッ
ク） 
厚生労働省、長
寿社会開発ｾﾝﾀｰ､ 
開催地の都道府
県 
1988年（兵
庫県）～ 
継続中(201
4年は栃木
県) 
卓球,テニス,太極
拳など21種のスポ
ーツのほか,囲碁、
将棋,俳句、美術
展,音楽祭など12
種の文化行事あり 
60歳以上の高齢者を対象とした
スポーツもしくは文化での交流を目
的とした祭典。対として、35歳以
下の地域青年を対象とした地域青
年祭がある 
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1-1-2.日韓スポーツ交流事業と国際交流 
 
ワールド・マスターズ・ゲームのような世界的祭典のほか、二国間で生涯スポー
ツの国際交流を行っている例は世界中にあり、日本が行っているもので最大規模は
韓国と毎年開催している「日韓スポーツ交流事業」である。 
その存在は他の生涯スポーツの国際交流がそうであるように、地味で一般にはあ
まり知られていない。だが、経緯をみてみると、2002年ワールドカップ・サッカー
大会共同開催決定を受け、1996年、韓国の金泳三大統領（当時）と日本の橋本龍太
郎首相（同）の日韓首脳会談で合意して翌年から始められ、更にワールドカップ大
会の行われた2002年には、その成果を踏まえ、韓国の金大中大統領（当時）と日本
の小泉純一郎首相（同）の首脳会談で「日韓共同未来プロジェクト事業」に指定さ
れ、今日に至っている。 
「日韓スポーツ交流事業」の事業目的は、主催者である日本体育協会のホームペ
ージに以下のように説明されている。 
《2002年サッカーワールドカップ大会の日韓両国の共同開催決定を機に、幅広い
年齢層を対象に各種のスポーツ交流を実施することによって、日韓両国の親善と友
好をより一層深め、更には両国のスポーツの振興を図ることを目的に実施されてい
ます》（公益財団法人日本体育協会「国際交流：日韓スポーツ交流」http://www.j
apan-sports.or.jp/international/tabid/546/Default.aspx、2014年12月13日閲覧） 
この事業は2002年「日韓共同未来プロジェクト事業」に指定されており、外務省
ホームページでは、その基本的コンセプトとして以下の２点があげられている。 
《○ W杯の日韓共同開催の成功を記念し、今後、両国間の交流を更に推進する
ことを目的として、両国政府が必要な支援を行う。 
○W杯を記念して、「青少年交流」及び「スポーツ交流」の日韓共催案件を支援 
対象とする。》 
（外務省「各国地域情勢：日韓共同未来プロジェクト事業について」 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/korea/future/jk_future_prj.html、 
2014年12月13日閲覧） 
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外務省でこのように位置づけられていることは「日韓スポーツ交流事業」が、単
なる民間交流の域にとどまるだけではなく、公的な役割を担っていることを示して
いる。 
日本と韓国は地理的に近く、歴史的にも長く交流してきた隣国である。近年の韓
流ブームで多くの日本人が韓国を訪れるようになり、他方、別府、由布院、黒川な
ど九州をはじめ、日本の温泉地には、韓国からの観光客も多い。日本政府観光局
（ＪＮＴ０）の「韓国の基礎データ」によれば、2013年で訪韓日本人は275万人、
訪日韓国人は246万人に達しているほどだ（日本政府観光局「韓国の基礎データ」htt
p://www.jnto.go.jp/jpn/reference/tourism_data/pdf/market_basic_korea.pdf 2
014年12月13日閲覧 日本政府観光局ホームページ）。 
だが、戦前の歴史的経緯もあって、今も両国の関係は必ずしも良いとは限らない。
前項で紹介した2002年ワールドカップ・サッカー大会の共同開催で、両国が一歩も
譲らぬ激しい誘致合戦を繰り広げた挙句、国際サッカー協会会長が共同開催を提案
する形で決着したなどは、その例である。 
「日韓スポーツ交流事業」が、2002年ワールドカップ・サッカー大会の共催から
始まったのも、このときうまれた両国のしこりを共同開催という実績でプラスに転
じさせようとした狙いがあったものと思われる。 
以来、日韓スポーツ交流事業は関係者たちの努力あって今も継続されている。だ
が、昨今両国関係は再び悪化の方向にあり、2002年ワールドカップ・サッカー大会
のときのように、マイナスをプラスに転ずる努力が必要である。そうした意味から
も、日韓スポーツ交流事業でうまれた日常レベルでの交流を総括し、その効果を評
価して、今後どういかしていくことが、いま問われているように思われる。 
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１-2．研究目的と方法 
1-2-1.研究目的 
  
本論文の目的は主として、以下の二つである。 
 
① 日韓スポーツイベント交流事業に至る経緯及び活動の実態を文献・ヒアリング
調査を通し、把握する。そして参加者にイベントへの満足度や意識変化及び効
果をアンケート調査することで「日韓スポーツイベント交流事業」の価値を評
価する。（現在までの日韓スポーツ交流事業の価値） 
 
② 日韓スポーツイベント交流の地域や競技団体間の継続交流の持続可能性を考察
し、現在日韓両国にとって日韓スポーツ交流事業のような民間交流の重要性を
強調し、事業の発展方向を模索する。（将来の日韓スポーツ交流事業の価値）  
 
1-2-2．研究方法  
 
 本研究の方法としては、文献調査、ヒアリング調査及びアンケート調査という、
３種類の調査をもととする。 
 
① 文献調査 
「日韓スポーツ交流事業」を行っている日韓双方の団体の報告書を中心とする。 
すなわち、 
・財団法人日本体育協会『日韓スポーツ交流事業報告書』(2008～2013年度の計6冊） 
・韓国国民生活体育会『生活体育国際分野・発展法案研究の事業報告書』（2011年
度・2013年度の計２冊） 
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② ヒアリング調査 
筆者は2014年の「日韓スポーツ交流事業」に通訳ボランティアとして参加した
（2014年9月19-24日・日本埼玉県及び2014年11月1日-5日・韓国江原道）。そのお
かげで、本事業の総合的責任者から参加選手、あるいは自分のような通訳などスタ
ッフに至るまで幅広くヒアリングすることができた。その主なものは以下の３種類
に分類される。 
・主催者および関係者 
 主催者としては「日韓スポーツ交流事業」が始まった1997年から推進した両国の
日本体育協会の国際部や韓国生活体育協会の地域振興部の人物を中心にヒアリング
調査を行い、関係者としては2013年及び2014年に韓国で開催した地域の体育協会を
中心と調査した。 
・参加者 
2014年度の日本スポーツマスターズ及び韓国生活体育大祝典に参加した、各スポ
ーツ選手を中心にヒアリングを行い、その中で筆者が通訳を担当した種目であるテ
ニス競技の選手たちを対象に調査した。 
・通訳ボランティア 
 筆者の同僚だった人々だが、彼または彼女たちも聞く対象としたのは、「日韓ス
ポーツ交流事業」が単なるスポーツ交流ではなく、参加するすべての人を巻き込ん
だ国際交流だからである。そこでスポーツ選手ではないが、日本との交流に興味を
もち、一般人としてこの事業に参加した人々ということで、自分と同様の通訳ボラ
ンティアに、本事業に対する感想をきいた。 
③ アンケート調査 
筆者が所有しているアンケート・データは以下である。 
・2013年度以前のデータ 
日本体育協会が行ったアンケート調査（対象：日本人参加者のみ、2008～2012年度
実施）と韓国生活体育協会が行ったアンケート調査（対象：韓国人参加者。2010・
2012年度実施のもので、しかも日韓だけでなく、韓中、韓台のスポーツ交流参加者
を含む）の二種類がある。しかし、アンケート実施者が異なるため、質問内容も回
答形式も違っており、生データでなく、質問に対する単純な回答数しかないので、
詳細な分析などができない。 
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  そこで本研究では、両国のアンケート質問で似ているものの比較、あるいは年
度ごとの違いなどを見ることによって、日韓両国の参加者が「日韓交流スポーツ交
流事業」などへもつ感想を知るのに使用する（第3章で分析）。なお、アンケート
調査については、その質問票、回答結果を巻末資料１として付す。 
 
・2014年度に韓国側が行ったアンケート調査のデータ 
これは①2014年度日本スポーツマスターズ埼玉県大会に参加した韓国人、②2014
年度韓国全国生活体育大祝典江原道大会に参加した日本人に対し、韓国生活体育会
が行ったアンケート調査結果である。筆者はこの質問票作成に参画し、希望する質
問を入れてもらうとともに、解答を分析できるよう、全質問に対する生データを入
手することができた。これに関しては第4章で分析する。また、このときの質問の
内容・回答の結果は巻末資料2として付すこととした。 
 
1-2-3．研究範囲 
 
 日韓スポーツ交流事業で行われている交流は、対象別に表1.2のような３種類に
分かれる。表の参加者数は派遣・受入人数合計だが、派遣人数（つまり訪韓日本人
参加者数）と受入人数（つまり訪日韓国人参加者数）は毎年度ほぼ同数である。 
３種類の交流の内、外務省ホームページで触れられているように、「日韓未来共
同プロジェクト」指定後は青少年交流に重点が置かれ、参加人数的にも最大多数を
占めている。しかし、本研究では主に30歳以上を対象とした成年交歓交流を中心に
考察を行う。その理由として以下がある。 
①国際交流の直接的効果を具体的に知るのは成年を対象とした交流が一番適切だ
と考えられること。 
②単純に相手国に行って交流するだけでなく、成人交歓交流は相手国の生涯スポ
ーツ全国大会に特別参加する形が中心であり、生涯スポーツでの交流の効果を知る
には最も適切と考えられること。 
③日韓双方の団体が行っているアンケート調査の主たるものが、成人交歓交流の
ものであること。 
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④筆者が生データの形で得た2014年度の韓国全国生活体育会実施のアンケート調
査結果やヒアリング結果なども（1.2.3参照）成人交歓交流の参加者、関係者など
からのものであること。 
なお、今後本論文において、一般的に「日韓スポーツ交流事業」という場合、そ 
の多くは「成人交歓交流」のことを指すものとする。 
 
表1.2 日韓スポーツ交流事業の交流 
 
番
号 
 
名称 
 
目的 
参加者数実績 
(1993～2013年度
派遣・受入合計) 
１ 青少年交流 次代を担う日韓の青少年が互いの国を
訪問しあい、スポーツを中心としたさ
まざまな交流を行うことにより、競技
レベルの向上を図るとともに、友情を
育み、文化や社会状況に対する相互理
解を深める 
 
9,751人 
２ 成人交歓交流 日韓の30～70歳のスポーツ愛好者がお
互いの国を訪問しあい、両国で開催さ
れるスポーツの大会（祭典）に特別参
加するなど、スポーツを中心とした交
流によって友好と親善を図る 
 
5,251人 
３ 地域交流 両国の地域レベルにおけるスポーツ交 
流を実施することにより、相互理解を 
深め、友好親善と各地域のスポーツ振 
興をはかる 
 
6,291人 
(2003年度から開
始) 
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1-3．論文の構成 
 
 本研究では、図1.1で示すように、5つの章から構成される。 
第1章では、研究の背景、研究目的と方法及び範囲、論文の構成、既往研究と仮
説を示す。 
第2章では、日韓スポーツ交流事業の概要として、特徴、経緯、しくみ、行事ス
ケジュール、開催実績、継続交流について明らかにする。 
第3章では、日韓スポーツ交流事業の既存調査の結果を基づいて分析をする。日
本側および韓国側の主催者の既存アンケートを基に結果分析を行う。 
第4章では、2014年度日韓スポーツ交流事業の参加者に新たに行ったアンケート
調査結果を分析する。満足度を始め、事業後意識変化及び再訪問意思を質問するこ
とで、両国の参加者の満足度及び意識変化の相違や本事業の効果を考察する。また、
同じ2014年度、筆者が行った日韓双方の開催団体関係者、参加選手（テニス）、関
係者（通訳）などのヒアリング調査結果を踏まえ、上記データ結果とともに第１章
でたてた仮説につき、検証を行う。 
第5章では、第2章、第3章、第4章をふまえ、日韓スポーツ交流事業を評価し、考
察するとともに、本事業の今後の可能性、改善点などを述べて、本論文の結論とす
る。 
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図1.1 論文構成 
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1-4．既往研究と仮説 
1-4-1.既往研究 
 福岡・谷本（2008）はスポーツが体力育成だけでなく、国際間の相互理解や交流
に多大な貢献をすることを述べており（これを著者たちはスポーツの文化的側面と
呼んでいる）、本研究の参考となった。 
 また、Park Sangsu （1994）、Yang Sunggwan (2001) などはスポーツイベント
が地域の開発戦略に資することを示唆した論文であり、筆者がスポーツイベントに
注目するきっかけになった。 
 しかし、具体的に、それを日韓間のスポーツ交流にあてはめた研究は筆者の不勉
強もあって見出すことはできなかった。たとえば、古園井（2008）は日韓間の難し
い事情を乗り越えて、戦後から21世紀初頭までの日韓スポーツ交流史をまとめよう
としたものだが、著者の逝去のため、文献目録的意味をもっているにとどまってい
る。 
 スポーツにとどまらず、より広い交流については、韓国における日本の国際交流
基金の事業評価を行おうとしているものに、一寸木・大宮・岡本・真鍋（2007）、
真鍋・岡本・一寸木・大宮（2008）の研究がある。これは国際交流基金からの委託
研究の中間報告であり、外国人の対日感情の是正に国際交流基金の活動が効果をあ
げているかを定量的にあらわそうと、例を韓国にとったものである。対象を一般韓
国人と国際交流基金を利用した韓国人（ソウル日本センターの図書館利用者、日本
語講座受講経験者、フェローシップ受給者など）に分けて、対日感情と国際交流基
金の利用度の関連をアンケート調査している。しかし、「日本に対する認知度・関
与度が高まるとともに、日本に対する好感度・評価度が高まる」という結果は明確
に得られたものの、委託テーマである国際交流基金の活動と日本に対する好感度の
直接的因果関係は見出されないまま終わっている。結局、韓国を例にした調査で公
表されたのは中間報告までで、最終報告されたのは同時に行われていたドイツ人を
対象としたものだけであった。委託研究のテーマは相手国との国際交流自体を考え
るものではなく、あくまで評価手法にポイントが置かれており、韓国を例にした調
査は中間報告の時点で断念されたと思われる。日韓関係の難しさを感じさせるが、
残念なことである。 
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 結局、日韓スポーツ交流事業については、日韓双方の実行団体が毎年出している
報告書（前項①で示した財団法人日本体育協会『日韓スポーツ交流事業報告書』お
よび韓国国民生活体育会『生活体育国際分野・発展法案研究の事業報告書』）がも
っとも信頼がおける資料だということになる。日韓両国とも出場選手にこの事業の
感想をアンケート調査しているが、いずれも肯定的評価（「たいへん満足」「満足」
あわせ）がたいへん高い。残念なのは、両国のアンケートは別々の質問や回答形式
で実施されており、両者をあわせた比較や考察が現状のものでは難しいことである
(第３章参照)。 
 
1-4-2.仮説 
 
 本論文を書くにあたり、たてた仮説は以下の通りである。 
 日韓スポーツ事業は一般の人が参加する生涯スポーツの交流であるが、2002年ワ
ールドカップ・サッカー大会共催を機に日韓首脳会談で決定されたこともあって、
現在に至るまで20年間近く継続されてきている。生涯スポーツをお互いで楽しみ合
うことは親善として成果をあげており、両国の歴史を考えると今後も続けられるべ
きと考えられる。そのためには、今後は日韓双方が共同で同じアンケートを実施し、
評価への意識も共有することによって、継続的な交流もつづけていくべきであると
考える。 
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1-5.【1章】のまとめ 
 
本研究の目的は「日韓スポーツ交流事業」の現在における状況を分析し、調査す
ることであり、その現状の分析・調査により、成果をあげているかを評価すること
である。更に本調査の結果は、今後の同事業があるべき姿の提言にもつながること
を目的としたいと考えている。 
そのため、本研究の方法としては、①文献調査、②ヒアリング調査、そして③ア
ンケート調査の３つの方法をとる。 
2章では、日韓スポーツ交流事業のうち、中心として調査する成人交歓交流の概
要を紹介する。 
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第2章 日韓スポーツ交流事業・成人交歓事業の概要 
 
本章では、両国がそれぞれ作成している毎年度の報告書をもとに、日韓スポーツ
交流事業の経緯、中でも成人交歓事業のしくみと行事スケジュール、開催実績、継
続事業などをまとめることとする。 
 
2-1.日韓スポーツ交流事業の経緯 
 日韓スポーツ交流事業は、2002年ワールドカップ・サッカー大会の日韓共催の決
定を発端とし、1996年の日韓首脳会議で決まり、2002年に日韓首脳会議で「日韓共
同未来プロジェクト」に指定されるといったように、国家間で位置づけられた事業
である（表2.1）。指定後の2003年度には、「交流事業」の参加者は前年までの３
桁から4桁にはねあがり、この実績は2014年度のこんにちまで続いている 
(公益財団法人日本体育協会「日韓スポーツ交流平成24年度版」http://www.japan-
sports.or.jp/Portals/0/data0/international/pdf/Japan-Korea-Reaflet.pdf）。 
 
表2.1 日韓スポーツ交流事業実施までの経緯 
年 月 内容 
1996年 5月 
6月 
2002ワールドカップ・サッカー大会の日韓共同開催が決定 
日韓首脳会談（橋本龍太郎・金泳三 於：韓国済州島）で
友好を更に深めることを話し合う 
1997年 1月 
1・3月 
 
8～12月 
日韓首脳会談（於：大分県別府市）          
日韓スポーツ交流事業の第1回・第2回実務者会議（於:東
京、ソウル） 
第1回日韓スポーツ交流事業(参加:432人) 
2002年 5～6月 
7月 
ワールドカップ・サッカー大会開催 
日韓首脳会談(小泉純一郎・金大中 於：東京)で「日韓共
同未来プロジェクト」の実施に合意し、日韓スポーツ交流
事業が指定される（無条件名称付与） 
2003年 1～11月 第7回日韓スポーツ交流事業（参加:1,730人） 
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表2.2 日韓スポーツ交流事業の参加者推移 
 
 
日本体育協会が政府（文部科学省）から補助金を受けている事業はこのほかにも、
日中交流、日韓中交流、アジア近隣諸国交流、日独交流などがあるが、なかでも日
韓スポーツ交流は1997年開始以来2013年度までで、参加人数が、青少年・成年交
歓・地域交流あわせて21,263人に及ぶ最も大規模な事業である。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
回数 年度 参加者数 内、成人交歓
第１回 1997年度 432 216
第２回 1998年度 430 214
第３回 1999年度 434 218
第４回 2000年度 448 232
第５回 2001年度 448 232
第６回 2002年度 763 234
第７回 2003年度 1,730 288
第８回 2004年度 1,922 309
第９回 2005年度 1,391 349
第10回 2006年度 1,395 349
第11回 2007年度 1,425 347
第12回 2008年度 1,529 382
第13回 2009年度 1,914 382
第14回 2010年度 2,090 382
第15回 2011年度 1,489 325
第16回 2012年度 1,804 374
第17回 2013年度 1,619 382
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2-2．成人交歓事業の特徴 
 本項では、日韓スポーツ交流事業の中でも、本論文の主要テーマとして取り上げ
る成人交歓事業について、特徴（しくみ、行事スケジュール、開催実績など）を述
べる。  
 
2-2-1．成人交歓事業のしくみ 
日韓スポーツ交流事業は、勝負にこだわらない生涯スポーツを対象としている。
日本体育協会が開催している有名なスポーツ大会に国民大会があるが、これはあく
まで優秀な選手が出場し、勝敗と記録を競うのが目的である。各種目での成績によ
って、各都道府県得点を与えられ、総合計として天皇杯・皇后杯（男子・女子の総
合優勝）を争うものである。 
他方、生涯スポーツはあくまで一般人がスポーツを楽しむことを重視し、目的は
国民体育大会のようにスポーツで勝つことではなく、楽しむことにある。こうした
生涯スポーツの大会として、もともと日本では表1.1で見たように、1988年に発足
した全国スポーツ・レクリエーション祭があり、1997年に日韓スポーツ交流事業が
開始されたときも、成人交歓事業の日本側受け皿はこの全国スポーツ・レクリエー
ション祭であった。その後、2011年に全国スポーツ・レクリエーション祭が廃止さ
れ、以後受け皿の役割は同じ日本体育協会が主催する生涯スポーツの全国大会とし
て行っている日本スポーツマスターズに移管されている。 
国民体育大会（選手中心）と日本スポーツマスターズのような二段階システムは、
韓国の国民生活体育会もとっており、国民体育大会にあたるものが全国体育大会、
日本スポーツマスターズにあたるものが、韓国の全国生活体育大祝典である（図2.
1）。全国生活大祝典は、日韓スポーツ交流事業を始めるときに、その韓国側受け
皿として、当時の日本の全国スポーツ・レクリエーション祭をモデルにつくられ、
整備されていったものであって、いわば日韓スポーツ交流は韓国の生涯スポーツ全
国大会の生みの親なのである。 
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図2.1 日韓両国のスポーツ大会 
 
表2.3 日韓スポーツ交流事業に関係する生涯スポーツ大会 
名称 開催趣旨 開催団体 参加者等 
日本スポーツ 
マスターズ 
シニア世代（35歳以上）を
対象とし、参加者がお互い
に競い合いながらスポーツ
に親しむことにより、生き
がいのある社会の形成と健
全な心身の維持・向上に寄
与 
日本体育協会 
開催地都道府県 
開催地都道府県
の体育協会 
 
期間：毎年秋季 
参加人員：約8,00
0人 
種目数：約13競技 
韓国全国生活
体育大祝典 
 
韓国全国で活動している1800
万人の生活体育人口（高校
部・大学部・一般部として区
分）を対象に全国都市、地域
及び階層間の不平等の解消、
体育交流や増進に貢献 
国民生活体育会 
各都市生活体育会 
文化体育観光部 
国民体育振興公団 
 
期間：毎年5月頃  
参加人員 : 
約60,000人 
種目：約39競技 
 
   
   
   
スポーツの種類 日本体育協会 
韓国国民 
生活体育会 
一般スポーツ 
（選手中心） 
国民体育大会 全国体育大会 
生涯スポーツ(一
般人中心) 
日本スポーツ 
マスターズ 
（2011年まで 
全国スポーツ・ 
レクリエーション祭） 
韓国全国生活 
体育大祝典 
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これらの大会はそれぞれ両国の全国大会であって、年に１度日韓が勝負を争う定
期戦とは違い、日本スポーツマスターズ、韓国全国生活大祝典はいずれも国内大会
として行われ、年齢程度しかない参加資格を除けば、原則として誰でも参加できる。
そこに外国の人またはチームが（つまり韓国の人々が日本スポーツマスターズに、
日本人が韓国全国生活体育大祝典に）特別参加するのが、成人交歓交流のしくみで
ある。特別参加できる種目は、実施されるすべての競技ではなく、たとえば2014年
の第18回大会では10種目（サッカー、バドミントン、テニス、バレーボール、ボウ
リング、ソフトテニス、自転車競技、軟式野球、バスケットボール、ソフトボール）
で、各種目に日韓双方が約20名ずつ、両国全種目あわせて400名が参加している
（図2.2） 
 
 
図2.2 日韓スポーツ交流のしくみ 
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2-2-2.成人交歓事業の行事スケジュール 
 
 成人交歓事業に招かれた人々は、表2.4のようなスケジュールで一般的に受け入
れられる。大会の歓迎式及び歓送式・種目別スポーツ競技交流を中心とした1週間
の期間であるが、そのなかに開催地周囲の観光名所を見て回る文化探訪なども含ま
れている。このスケジュールに関しては、第４章で後述するが、日韓双方の参加選
手たちから、それぞれ異なる不満点が出ているので、記憶にとどめ置かれたい。 
 
表2.4.日韓スポーツ交流における成人交歓交流の日程 
日程 予定スケジュール 場所 
1日目 入国・歓迎式 空港 
大会歓迎会会場 
2日目 種目別の練習競技 
文化探訪 
種目別競技場 
観光地 
3日目 種目別の練習競技 
大会の開会式 
種目別競技場 
総合運動場 
4日目 大会の種目別競技参加 
種目別の歓迎会 
種目別競技場 
歓迎会会場 
5日目 大会の種目別の大会参加 種目別競技場 
6日目 文化探訪 
種目別の歓送会 
観光地 
歓送会会場 
7日目 大会の歓送式・出国 大会歓送式会場 
空港 
 
2-2-3．成人交歓交流の開催実績 
 
日韓スポーツ交流事業のうち、成人交歓交流は1997年から日本は生活スポーツ競
技中心で行なう「全国スポーツ・レクリエーション祭」そして韓国でも生活スポー
ツ競技中心で行なっている「全国生活体育大祝典」で交流が始まった。 
その後、日本では「全国スポーツ・レクリエーション祭」が2011年に閉鎖される
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ことになったものの、「日本スポーツマスターズ」がそれを引き継ぐ形となり、日
韓スポーツ交流は現在に至るまで継続されている。（表2.5参照） 
表2.5. 成人交歓事業の開催実績 
区分  行事期間  開催場所  参加規模  参考  
 
1997年 
（1回） 
1997．10.09~15 韓国 
ソウル 
8種目 
106名 
97日韓 
生活体育交流 
1997．11.13~19 日本 
沖縄県 
8種目 
 110名  
第 10回日本 
スポレーク大会 
 
1998年 
（2回） 
1998．06.11~17 韓国 ソウル・春川 
大田 など 
8種目 
104名 
98日韓 
生活体育交流 
1998．10.02~08 日本 岐阜県 8種目 
110名 
第 11回日本 
スポレーク大会 
 
1999年 
（3回） 
1999．06.24~30 韓国 ソウル・順天 8種目 
108名 
99日韓 
生活体育交流 
1999. 
10.15~21 
日本 山形県・東京 8種目 
110名 
第 12回日本 
スポレーク大会 
 
2000年 
（4回） 
2000. 
05.25~31 
韓国 慶州 8種目 
117名 
2000日韓 
生活体育交流 
2000.09.29~ 
10.05 
日本 石川県・京都 8種目 
115名 
第 13回日本 
スポレーク大会 
 
2001年 
（5回） 
2001. 
06.14~20 
韓国 濟州島 8種目 
115名 
2001日韓 
生活体育交流 
2001. 
11.09~15 
日本 三重県 8種目 
117名 
第 14回日本 
スポレーク大会 
 
2002年 
（6回） 
2002. 
04.25~05.01 
韓国 ソウル 8種目 
117名 
2002日韓 
生活体育交流 
2002.10.03~09 日本 広島県 8種目 
117名 
第 15回日本 
スポレーク大会 
 
2003年 
（7回） 
2003.06.13~19 韓国 釜山 9種目 
143名 
2003日韓 
生活体育交流 
2003.10.31~ 
11.06 
日本 香川県 
大阪 
9種目 
145名 
第 16回日本 
スポレーク大会 
 
2004年 
（8回） 
2004.05.28~ 
06.03 
韓国 光州 9種目 
156名 
 
2004日韓 
生活体育交流 
2004. 
10.01~07 
日本 福井県・名古屋 9種目 
153名 
第 17回日本 
スポレーク大会 
 
2005年 
2005. 
05.13~19 
韓国 忠南・ソウル 9種目 
174名 
2005日韓 
生活体育交流 
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（9回） 2005. 
09.30~10.06 
日本 岩手県 9種目 
175名 
第 18回日本 
スポレーク大会 
 
 
2006年 
（10回） 
2006.04.13~19 韓国 全羅南道・ 
ソウル 
10種目 
175名 
2006日韓 
生活体育交流 
2006.10.20~26 日本 鳥取県 10種目 
174名 
第 19回日本 
スポレーク大会 
 
2007年 
（11回） 
2007.05.31~ 
06.06 
韓国 蔚山 10種目 
172名 
2007日韓 
生活体育交流 
2007. 
09.21~26 
日本 青森県 10種目 
175名 
第 20回日本 
スポレーク大会 
 
2008年 
（12回） 
2008. 
05.22~28 
韓国 大邱 11種目 
192名 
2008日韓 
生活体育交流 
2008. 
10.17~23 
日本 滋賀県 11種目 
192名 
第 21回日本 
スポレーク大会 
 
2009年 
（13回） 
2009. 
05.21~27 
韓国 全羅北道 11種目 
188名 
2009日韓 
生活体育交流 
2009. 
10.16~22 
日本 宮崎県 11種目 
194名 
第 22回日本 
スポレーク大会 
 
2010年 
（14回） 
2010.04.22~28 韓国 釜山 11種目 
195名 
2010日韓 
生活体育交流 
2010. 
10.15~21 
日本 富山県 11種目 
195名 
第 23回日本 
スポレーク大会 
 
2011年 
（15回） 
2011. 
05.19~25 
韓国  仁川 9種目 
133名 
2011日韓 
生活体育交流 
2011. 
11.04~10 
日本 栃木県 11種目 
192名 
第 24回日本 
スポレーク大会 
 
2012年 
（16回） 
2012. 
05.10~16 
韓国 大田 10種目 
184名 
2012日韓 
生活体育交流 
2012. 
10.18~24 
日本 高知県 10種目 
190名 
第 12回日本スポーツ 
マスターズ大会 
 
2013年 
（17回） 
2013. 
05.23~26 
韓国 安東 10種目 
184名 
2013日韓 
生活体育交流 
2013. 
09.12~18 
日本 福岡県 10種目 
190名 
第 13回日本スポーツ 
マスターズ大会 
 
2014年 
 
（18回） 
2014. 
11.01~05 
韓国 
江原道束草 
10種目 
191名 
2014日韓 
生活体育交流 
2014． 
09.19~24 
日本 
埼玉県 
10種目 
189名 
第 14回日本スポーツ 
マスターズ大会 
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日韓スポーツ交流事業は年を重ね、種目及び参加人員が増えている現状が見える。
昨今の日韓情勢悪化に伴っても、その参加人員規模は「日韓共同未来プロジェクト」
指定以後300名を越えた状況と変わって以来と変わっておらず、日本体育協会が行
っている日中成人スポーツ交流が、中国側の事情によって、2012年は中国側の受入
中止、2013年全面中止、2014年の種目数縮小などといった事態が、過去３年続いて
いるのと大きな違いを見せている（公益法人日本体育協会「日中交流スポーツ事業
平成26年度版」http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/international/
pdf/Japan-China-Reaflet.pdf。2014年12月14日閲覧）。 
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2-3．継続交流 
  
 日韓スポーツ交流事業の成人交歓交流は、一般国民レベルでの日韓友好増進及び
生活スポーツの拡大のため、両国の政策によって始められ、2002年以降は日韓共同
未来プロジェクトとして両国政府（外務省・外交部および文部科学省・文化体育部）
が支援し、拡大して来た。したがって同事業は日本・韓国の協約に基づいてスポー
ツの地域及び種目間交流を定例化し、民間スポーツ外交を通し、友好増進でグロー
バル次代に協力ネットワークを構築することを目的とする事業であり、これが今日
まで続けられた最大の理由である。 
よって、この交流は単なる一過性ではなく、日韓両国の地域及び種目交流の窓口
として広がることが望ましい。日本体育協会・韓国国民生活体育会では、いずれも
日韓スポーツ交流事業で始まったものが、その後も２～４年のうちに地域や種目間
の交流として新たに始まり、継続しているものには支援している。その後日本側で
の支援はつづいているが、韓国側では支援が難しい場合もでてきているようである。
しかし、継続事業への韓国人参加者数の推移を見ると（図2.1）、基本的に現在ま
で持続的に増加しているといえる。 
 
  図2.3  日韓スポーツ交流事業後、継続交流への韓国人参加者数の変化推移 
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2-4. 【2章】のまとめ 
①「日韓スポーツ交流事業」は両国首脳会議から始まった経緯があり、今も民間
交流を政府が支援する形をとっている。 
②そのうち成人交歓交流は、お互いの生涯スポーツの全国大会（現在では日本ス
ポーツマスターズ、韓国全国生活体育大祝典）に特別参加するというシステムをと
っている。これが「日韓スポーツ交流事業」の一番の特徴であり、韓国ではこの交
流が生涯スポーツの全国大会である全国生活体育大祝典を始めるきっかけとなった。 
③「日韓スポーツ交流事業」は単年度の派遣・受入後に行われている継続交流も
活発であり、それを目的にしていることもこの交流事業の特徴である。 
④現在の東アジア政治情勢のなかで、たとえば日中間の成人交流が中止・縮小な
どの事態が起こっているのに対し、日韓関係の生涯スポーツ交流については持続的
に維持されている。 
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第3章 日韓スポーツ交流事業に関する既存調査の結果 
  
現在まで「日韓スポーツ交流事業：成人交歓交流事業」に関しては、過去日韓双
方で参加者に対してアンケート調査が行われてきた。その内容については質問や回
答形式が不十分な上に、両国のアンケート形式が違うため、これらの分析だけで考
察を進めるのは無理な状況にある。しかし、そこからは参加者の経年的な意識の変
化や成人交歓交流事業続行への賛否などを知ることができる。そこで本章では両国
のアンケート調査の結果を紹介し、第４章につなげる材料とする。 
 
3-1．既存調査の結果分析の方針 
 
①日韓スポーツ交流事業の日本側主催者である日本体育協会は日本人参加者を対
象に「日韓スポーツ交流事業・成人交歓交流（派遣）に関するアンケート」を行っ
ている。同会の『日韓スポーツ交流事業報告書』に記載されている結果をもとに、
第12回（2008年度）から第16回（2012年度）を比較・分析する。 
 
②韓国側主催者である韓国国民生活体育会（地域振興部）では同会の開催した
「国際スポーツ交流事業」に参加した韓国人を対象にアンケート調査を行なってい
る。筆者はそのアンケートの「生活体育国際交流の満足度調査の結果」2010年版・
2012版を入手した（いずれも未公表）。問題はアンケート対象者が「日韓スポーツ
交流事業」の参加者に限らず、同会が行っている「国際スポーツ交流事業」（韓中、
韓台含む）に参加した全体の韓国人になっていて、内訳が不明なため、日韓スポー
ツ交流の資料として使えないことである。この問題は2014年度には筆者の参画によ
り、日韓だけの調査結果が得られたことから、それらとの比較を第4章で行うこと
とする。 
 
 ③別に、筆者は2014年度の韓国側調査について質問票作成に参画し、またアンケー
ト調査結果の詳細を得ることができた。そこで①②の結果をいかし、2014年度の結果と
比較考察するのが、筆者の最終的目的である（第４章参照）。 
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3-2．日本側主催者の既存アンケート調査結果 
 
「日韓スポーツ交流事業」の日本側主催者である日本体育協会では成人交歓事業
への日本人参加者を対象に毎年度「日韓スポーツ交流事業・成人交歓交流（派遣）
に関するアンケート」を行っている。本論文では、そのうち2008年度から2013年度
までの５年間にわたり、分析を行った。 
アンケートの項目では「交流事業に参加して、どう思ったか」に関する質問で
〔非常に良かった〕〔良かった〕〔あまり良くなかった〕〔良くなかった〕の4段
階評価から評価している。 
そして〔非常に良かった〕あるいは〔良かった〕と答えた者に複数回答で「どの
ような点が良かったか」と質問し、〔韓国団員と親しくなれた〕〔合同練習や国際
試合ができ、良い経験になった〕〔韓国団員と交流を通じて韓国に対する理解を深
めることができた〕〔観光・見学することで韓国の文化にふれることができた〕
〔英語や韓国語でコミュニケーションをとることができた〕などの項目から選ばせ
るようにしている。 
 このほか、成人交歓事業に参加している日本人への質問項目には以下がある。
（以下、質問ごとに行なう） 
 
①「交流事業に参加して、韓国に対するイメージはどうなったか」 
②「韓国の選手のスポーツへの取り組み方に対してどのように思ったか」 
③「交流事業に参加したことは、今後のスポーツへの取り組みにどのような影響が
あると思うか」 
④「機会があれば、今後も、日韓スポーツ交流に参加したいと思うか」 
⑤「事業を継続し、多くの人に体験してほしいと思うか」 
 
これらの５問に対し、上記と同じく〔非常に良かった（あるいは「非常にそう思
う」等）〕、〔良かった（あるいは「そう思う」等）〕、〔あまり良くなかった
（あるいは「悪くなった」等）〕、〔良くなかった（あるいは「非常に悪くなった」
等）4段階評価で回答を求めている。項目の4段階評価の中、１番目と２番目にあた
る「良かった」以上を答えた者の割合を整理した（表3.1）。 
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表3.1「成人交歓交流（派遣）に関するアンケート」結果(1) 
 
 
 「良かった」以上 
第12回 
2008年 
99.3% 
第13回 
2009年 
100% 
第14回 
2010年 
100% 
第15回 
2011年 
100% 
第16回 
2012年 
100% 
 
 
 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 平均 
a 53.8% 68.4% 49% 78% 71% 64% 
b 61.5% 65.5% 70% 66% 71% 67% 
c 72.7% 66.7% 60% 74% 65% 68% 
d 69.2% 62.7% 62% 20% 17% 46% 
e 31.5% 32.8% 35% 9% 7% 23% 
 
 
日韓スポーツ交流事業・成人交歓交流の参加後、事業が〔非常に良かった〕及び
〔良かった〕を回答した割合は2008年から2012年までほぼ100%を占めている。そし
て「どのようが良かった」の中、一番割合が高い項目は68%の〔C．韓国団体との交
流を通じて、韓国に対する理解を深めることができた〕、続いて〔b.合同練習や国
際試合ができ、良い経験になった〕が67％、〔a.韓国団員と親しくなれた〕が64％
であるのを含め、「日韓スポーツ交流事業」の目的が達成されている証拠といって
よいだろう。 
◎どのような点が良かったか？ 
a.韓国団員と親しくなれた。 
b.合同練習や国際試合ができ、良い経験になった。 
c.韓国団体との交流を通じて、 
韓国に対する理解を深めることができた。 
d.観光・見学することで、韓国の文化に触れることができた。 
e.英語や韓国語でコミュニケーションをとることができた。 
 
 
 
 
◎交流事業に参加して、どう思ったか？ 
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この結果によって、「日韓スポーツ交流事業」は両国が交流し、理解をが深める
意味として、（少なくとも日本人側においては）影響していると評価できる。年間、
約400人の交流の事業だが、色々な多様な民間の人々が交流することで、両国の理
解を深める機会になる両国にとってはとても大事な事業であると考えられる。 
対して、〔ｄ.観光・見学することで、韓国の文化に触れることができた〕が、2
008年度には69.2％であったのが、2012年度には17％にまで落ち込んでいる。これ
は、韓流ブームの影響などによって、多くの日本人が韓国を旅行し、既に物珍しい
外国ではなくなったからとも思えるが、更に関連質問が必要であろう。 。 
 
表3.2 「成人交歓交流（派遣）に関するアンケート」結果(2) 
 
「思う」以上 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 
交流事業に参加して、韓国に対す
るイメージはどうなったか 
99.7% 99.4% 99.4% 99% 98% 
韓国の選手のスポーツへの取り組
み方に対してどのように思ったか 
86.1% 82.4% 84.6% 71% 67% 
交流事業に参加したことは、今後のス
ポーツへの取り組みにどのような影響が
あると思うか 
90.3% 95.4% 93.1% 94% 88% 
機会があれば、今後も、日韓ス
ポーツ交流に参加したいと思うか 
94.4% 96.6% 99.4% 99% 97% 
事業を継続し、 
多くの人に体験してほしいと思うか 
97.9% 96.1% 98.8% 99% 98% 
 
「日韓スポーツ交流事業・成人交歓交流（派遣）に関するアンケート」結果(2)
で「思う」以上は、どの質問に対しても平均的に高い割合を占めているが、その中
で95％以上を占めている項目は 「交流事業に参加して、韓国に対するイメージは
どうなったか」（98％）、「事業を継続し、多くの人に体験してほしいと思うか」
（98％）、「 機会があれば、今後も、日韓スポーツ交流に参加したいと思うか」
（97％）である。 
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3-3．韓国側主催者の既存アンケート調査結果 
 
韓国側主催者である韓国国民生活体育会（地域振興部）では「国際スポーツ交流
事業」に参加した韓国人を対象にアンケート調査を行なっている。 もっとも、調
査の対象は「日韓スポーツ交流事業」の参加者に限らず、国民生活体育会が開催し
ている生涯スポーツの国際交流（同会の言葉を借りれば「生活体育国際交流」）に
参加した全体の韓国人である。そのアンケートの「生活体育国際交流の満足度調査
の結果」を入手したので、その結果を紹介する。入手した調査結果は2010年度（ｎ
=350、日本・中国・台湾の3カ国）・2012年度（ｎ=282 日本・中国の2カ国）の2
年のものである。 
 
アンケート項目は事業に対する満足度をきくことが中心となっていて、その項目
は以下のようなものである。 
 
①全般的な日程 
②行事期間 
③行事の進行過程 
④事業の情報及び広告 
⑤運営 
⑥事業後、また参加する意思があるか 
 
これら等の質問に関して、〔とても満足〕〔満足〕〔普通〕〔不満足〕〔とても
不満足〕の5段階評価から回答を選択することを求めている（対するに、日本側ア
ンケートは４段階評価であった）。その結果は表3.2の通りである。 
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表3.3 韓国の「生活体育国際交流」の満足度の調査結果 
 
 とても 
満足 
満足 普通 不満足 とても 
不満足 
満足 
以上 
人数・割合 人数・割合 人数・割合 人数・割合 人数・割合 人数・割合 
全体日程 2010年 （ｎ＝350） 
179/51% 
 
122/41% 
144/41% 
 
149/50% 
22/6% 
 
20/7% 
6/1% 
 
8/3% 
0/0% 
 
0/0% 
323/92% 
 
271/91% 2012年 
（ｎ＝282） 
行事期間 2010年 （ｎ＝350） 
98/28% 
 
106/36% 
172/49% 
 
131/44% 
78/22% 
 
37/12% 
2/1% 
 
22/7% 
0/0% 
 
1/0% 
270/77% 
 
237/80% 2012年 
（ｎ＝282） 
行事の 
進行過程 
2010年 
（ｎ＝350） 
116/33% 
 
111/37% 
158/45% 
 
123/41% 
64/18% 
 
55/19% 
12/3% 
 
8/3% 
0/0% 
 
1/0% 
274/78% 
 
234/78% 2012年 
（ｎ＝282） 
事業の 
情報及び広告 
2010年 
（ｎ＝350） 
140/40% 
 
95/32% 
147/42% 
 
113/38% 
42/12% 
 
76/26% 
18/5% 
 
13/4% 
3/1% 
 
0/0% 
287/82% 
 
208/70% 2012年 
（ｎ＝282） 
運営 2010年 （ｎ＝350） 
140/40% 
 
171/57% 
161/46% 
 
97/33% 
49/14% 
 
27/9% 
0/0% 
 
3/1% 
0/0% 
 
0/0% 
301/86% 
 
268/90% 2012年 
（ｎ＝282） 
事業後、また参加す
る意思があるか 
2010年 
（ｎ＝350） 
249/71% 
 
202/67% 
91/26% 
 
78/29% 
7/2% 
 
12/4% 
3/1% 
 
1/1% 
0/0% 
 
0/0% 
340/97% 
 
280/96% 2012年 
（ｎ＝282） 
  
2010年度及び2012年度の〔生活体育国際交流の満足度の調査結果〕の調査の対象
は「日韓スポーツ交流事業」だけではなく中国及び台湾との「スポーツ交流」への
参加者全体になり、既存のアンケートの調査は満足度の調査に留まっている限界が
ある。ここでの結果では、全体的に〔満足以上〕の回答の割合がほとんど8割以上
になり、その中で一番高い割合を占めている項目は「事業後、また参加する意思が
あるか」で2010年度は97%及び2012年度は96%を占めている。このアンケート調査は
日本だけでなく、中国や台湾のものも含まれているので、日韓交流に限定すれば、
中身はどうなのか興味のあるところである（第４章参照）。また日本人が「事業後
の参加意思」でやはり90％後半の「思う」以上の評価を下しているのとは整合性を
感じさせる。 
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他方、この調査で満足度の比較的低い割合の項目は「行事期間」（2010年度は 
77%及び2012年度は80%）、「行事の進行過程」（2010年度、2010年度とも78％）
である。報告書によれば、「行事期間」に関しては「少々長い」という意見が自由
意見欄に記載されているとのことである。 
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3-4．【3章】のまとめ 
 
 第３章の結果をまとめると、以下のようになる。 
 ①現在までに、日韓事務当局双方で行われた参加者への調査は、いずれも肯定的
なものが多く、満足度、今後の参加意思当では高い割合を確保している。 
 ②しかし、双方の調査は自国民に限られている上、参加した交流が日韓以外の国
も含まれた形のアンケートだったり、質問の視点、求めている回答の選択数などに
も違いがあって、比較するには難しい状況にある。そのなかで、参加者の不満が行
事期間、行事の進行過程などにあることが垣間みられたとはいうものの、その詳細、
理由をつきとめるには至らなかった。 
 ③よって、日韓両国民を対象に、質問、選択回答数などを統一し、生データも供
与される形で行ったのが2014年度に韓国全国生活体育会が行った調査が必要である。
この調査結果の紹介と考察を、第４章で行うこととする。 
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【3章の参考文献・資料】 
・韓国国民生活体育会『生活体育国際分野・発展法案研究の事業報告書』、2013 
・公益財団法人日本体育協会『日韓スポーツ交流事業事業報告書』、2008 
・公益財団法人日本体育協会『日韓スポーツ交流事業事業報告書』、2009 
・公益財団法人日本体育協会『日韓スポーツ交流事業事業報告書』、2010 
・公益財団法人日本体育協会『日韓スポーツ交流事業事業報告書』、2011 
・公益財団法人日本体育協会『日韓スポーツ交流事業事業報告書』、2012 
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第4章 「日韓スポーツ交流事業」(2014年度)の調査 
 
本章は、第18回日韓スポーツ交流事業・成人交歓交流として2014年9月に日本の
埼玉県で行われた日本スポーツマスターズ、11月に韓国の江原道で行われた韓国生
活体育大祝典の日韓両国参加者に対して、韓国国民生活体育会が実施したアンケー
ト調査結果を分析し、参加者たちのスポーツ交流事業への感想、そしてそこから導
かれる今後の見通しなどを明らかにする。また、2014年度に筆者が日韓双方の開催
事務局、参加者（選手）、関係者（通訳ボランティア等）から得たヒアリングも、
章後半で紹介する。 
 
4-1．アンケート調査の目的と方法 
 
4-1-1.調査の目的 
 
第３章の日本体育協会で例年行われている調査により、われわれは日韓スポーツ
交流事業・成年交歓交流が、日本の参加者たちに肯定的に評価されていることを知
ることができた。また、韓国側データでも、生涯スポーツの国際交流に参加者たち
は同様に良い感想をもっているようであった（それが日本との交流を指しているの
かは断定できぬまでも）。しかし、これら資料だけでは、調査対象は自国民に限ら
れ、双方データには質問の視点や回答の選択数にも違いがあって、結論づけるには、
あまりに限定的といわざるを得ない。 
そこで2014年度においては、韓国国民生活体育会の協力を得て、アンケート質問
票作成に筆者も参画させてもらい、「日韓スポーツ交流事業・成人交歓事業」（以
下、「日韓スポーツ交流事業」）の参加者を対象に、よりきめ細かな調査分析を行
うことにより、次のような目的を果たすこととした。 
①「日韓スポーツ交流事業」につき、日韓両国民をアンケート対象とし、同じ質
問、同じ回答形式で調査を行うことにより、両国参加者の意向や回答を比較できる
ようにする。 
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②今後、事業が拡大・発展できるのかを知るため、両国の参加者にスポーツ交流
の継続交流（第２章参照）の意思を尋ね、「日韓スポーツ交流事業」の持続可能性
を考察する。 
③ 「日韓スポーツ交流事業」への両国参加者の、個人的属性（性別・年齢、職
業など）と属性別の事業への満足度、参加後の意識変化、事業の効果に関する項目
との関連を分析する。 
➃第３章で示した日本体育協会、韓国国民体育会のアンケート調査データと、今
回の2014年度データを比較する。 
 
 4-1-2. 調査の方法 
本アンケート調査は以下の形で実施した。 
 
（1） 調査期間と配布数・方法   
本調査の期間は2014年度「日韓スポーツ交流事業・成人交歓事業」の両国の時期
に合わせ、対象地で行った。具体的には「日本スポーツマスターズ2014埼玉県大会」
（開催期間：2014年9月19日-24日）に参加した韓国人190人、そして「2014韓国全
国生活大祝典・江原道束草大会」（開催期間：11月1日-11月5日）に参加した日本
人191人に各配布し、調査を行った。 
本調査を実施したのは「日韓スポーツ交流事業」韓国側主催者である韓国国民生
活体育会であり、担当は同会地域振興部であった。 
 
（2）アンケートの内容 
アンケート用紙は巻末別紙のとおりである。 
アンケート内容は大きく４つの内容として設定した。 
① 「日韓スポーツ交流事業」への満足度 
日本体育協会事業質問が単に「交流事業」への満足度だけをきいているのに対し、
本事業では交流事業を「スポーツ競技」「文化探訪」「宿泊」「食べ物」の４種に
分けて満足度をきくような形とした。 
② 「日韓スポーツ交流事業」の参加後、参加者が持った両国への意識変化 
事業によって相互理解が深められたか否かということが、両国関係にとって、最
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重要と思われることから加えた。 
③ スポーツ交流を事業後も地域間等で継続する意思があるかの確認 
韓国側では支援制度がよく整備されていないことから、調査で今まできいていな
かった質問であるが、今回のアンケート質問では加えることとした。 
④ 「日韓スポーツ交流事業」参加者の個人的属性 
今までの調査では少なくとも公表されていないが、今回分析のため調査に付け加
えた。 
 
（3）アンケート回収   
 今回のアンケートの回収数は「2014年、日本スポーツマスターズ大会・埼玉県」
へ参加した韓国人参加者190人のうち169人（回収率88.9％）そして「2014年、韓国
全国生活大祝典・江原道束草」に参加した日本人参加者191人のうち187人（回収率
97.9％）である。回収率が高かったのは、交流事業という性格ゆえと思われる。 
 
 表4.1 アンケート回収状況 
 
大会 対象 参加者数 回答者数 回答率 
2014日本スポーツマスター
ズ埼玉県大会 
韓国人参加者 190人 169人 88.9％ 
2014韓国全国生活体育 
大祝典江原道束草大会 
日本人参加者 191人 187人 97.9％ 
合計  381人 356人 93.4％ 
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4-2．回答者の基本属性 
  
 本節では、「日韓スポーツ交流事業」への両国参加者の属性（性別・年齢・職業）
の構成を知るため、回答者の個人の構成を単純集計し、整理した。 
  
4-2-1.男女比、年齢構成、所属 
 
①韓国人参加者（ｎ=164）の男女比、年齢構成、職業など属性の概要は表4.2に
示す通りである。 
②日本人参加者（ｎ=179）の男女比、年齢構成、職業など属性の概要は表4.3に
示す通りである。 
 
表4.2 韓国人参加者の男女比、年齢構成、所属構成割合（ｎ=164） 
 
項目 人数（人） 割合（％） 
性別 男性 119 73% 
女性 45 27% 
 
年齢 
20代 4 2% 
30代 19 12% 
40代 72 44% 
50代 54 33% 
60代以上 15 9% 
 
職業 
専門職 29 18% 
   事務職 27 16% 
公務員 10 6% 
自営業 45 27% 
主婦 27 16% 
その他 26 17% 
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表4.3 日本人参加者の男女比、年齢構成、所属構成割合（ｎ=179） 
 
項目 人数（人） 割合（％） 
性別 男性 144 80% 
女性 35 20% 
 
年齢 
20代 1 1% 
30代 3 2% 
40代 66 37% 
50代 59 33% 
60代以上 49 28% 
 
職業 
専門職 23 13% 
事務職 29 16% 
公務員 29 16% 
自営業 18 10% 
主婦 18 10% 
その他 72 41% 
 
4-2-2.個人的属性のまとめ 
 
 ①韓国人参加者（ｎ=164）の男女比を見るとほぼ7:3である。年齢構成を見ると、
40代が44%、50代が33%、次いで30代が12％を占めるが、60％以上は９％にとどまる。
職業では、自営業が27%、次いで専門職が18%、事務職と主婦が各々16％である。こ
のように「日韓スポーツ交流事業」への韓国人参加者は40代から50代までの年齢層
が全体の8割近くを占め、自営業及び専門職があわせて全体の45％であることが特
徴的である。 
図4.1 韓国人参加者の男女比と年齢構成（ｎ=164） 
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②日本人参加者（ｎ=179）の男女比を見ると男子が80％・女性が20％である。年
齢構成を見ると、40代が37%、50代が33%、次いで60代が28％を占める。職業を見る
と、管理職(16%)、公務員（16%）、専門職（13％）、自営業（10％）、主婦（10％）
だが、その他（41％）が最多である。これは年齢層で28％、49名を占める60代以上
で、その他が30名（うち無職14名、主婦7名）いることによると思われる。 
 
 
図4.2日本人参加者の男女比と年齢構成（n=179） 
 
③日韓参加者を比較すると、男女構成比に関してはいずれも男性が多いが、年齢
構成に関しては40～50歳代が中心の韓国と、40歳代、50歳代、60歳代以上の３グル
ープがほぼ同程度の割合を占めている日本との間には違いが見受けられる。また、
職業で自営業・専門職という独立的職業があわせて45％の韓国と、事務職・公務員
という、いわゆるサラリーマン層が全体の32％を占めている日本（韓国では22％）
も相違といえる。なお、日本の職業で「その他」が多いのは、年齢で60歳代以上の
リタイア層が多いからと思われる。 
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4-3. アンケート結果に関する考察 
 
本節では、4-2に続いて、「日韓スポーツ交流事業・成人交歓事業」の日韓両国
の参加者を対象にしたアンケートにおいて、①「日韓スポーツ交流事業」参加後の
満足度、②「日韓スポーツ交流事業」参加後の相手国に対する意識変化、③「日韓
スポーツ交流事業」参加後、両国への再訪問の意思などを聞いて、継続交流が発展
できるか否かについて考察する。 
 
4-3-1. 両国参加者の満足度 
本事業の満足度について、15項目(①全体日程 ②競技日程 ③観光地探訪 ④
全般的な運営 ⑤宿泊 ⑥食事 ⑦全体選手団の規模 ⑧競技の種目別人数規模 
⑨本事業の関連情報 ⑩事業の進行過程 ⑪種目別の運営情報 ⑫交流事業の期間
⑬運営要員 ⑭通訳 ⑮応急状況の対処)について、各項目ごとに〔㋐とても満足、
㋑満足、㋒普通、㋓不満足、㋔とても不満足〕の5段階評価から回答を得た。その
回答結果を、韓国人参加者につき表4.4に、日本人参加者につき表4.5に示す。 
全体日程の満足度でいうと、韓国人は〔とても満足〕が35％、〔満足〕が45％で
〔満足〕以上が８割、日本人は〔とても満足〕が41％、〔満足〕が53％で〔満足〕
以上が９割以上と、日韓双方ともに高い。ただ、韓国人の方が〔満足〕以上が１割
少なく、第３章で紹介した中国や台湾との交流をあわせた国際交流全体での2010年
度、2012年度の結果が９割を越えていたのと比べてもる低い。 
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表4.4 2014年度韓国人参加者の全体的満足度（ｎ=167） 
 
項目 とても満足 満足 普通 不満足 とても不満足 満足以上（注） 
人数/割合（%） 人 数 / 割 合
（%） 
人数/割合
（%） 
人数/割合
（%） 
人数/割合（%） 人数/割合（%） 
全体日程 59 / 35% 75 / 45% 24 / 14% 9 / 5% 0 / 0% 134/80% 
競技日程 56 / 34%  72 / 43% 28 / 17%  11 / 7%  0 / 0% 128/77% 
文化探訪 
（観光地訪問） 
33 / 20% 59 / 36% 55 / 33%  16 / 10% 3 / 2% 92/56% 
全般的な運営 59 / 36% 80 / 48% 23 / 14% 4 / 2% 0 / 0% 139/84% 
宿泊 82 / 49% 64 / 38% 17 / 10% 0 / 0 5 / 3% 146/87% 
食事 54 / 32% 64 / 38% 40 / 24% 9 / 5% 1 / 1% 118/70% 
全体選手団の規模 57 / 34% 91 / 54% 16 / 10% 3 / 2% 0 / 0% 148/88% 
種目別人数規模 57 / 34% 87 / 52% 23 / 14% 1 / 1% 0 / 0% 144/86% 
本事業の関連情報 48 / 29% 75 / 45% 36 / 22% 8 / 5% 0 / 0% 123/74% 
事業の進行過程 54 / 32% 76 / 45% 29 / 17% 9 / 5% 0 / 0% 130/77% 
種目別の運営情報 59 / 35% 76 / 45% 30 / 18% 3 / 2% 0 / 0% 135/80% 
交流事業の期間 65 / 39% 75 / 45% 18 / 11% 9 / 5% 1 / 1% 140/84% 
運営要員 85 / 51% 68 / 41% 11 / 7% 3 / 2% 0 / 0 153/92% 
通訳 107 / 64% 47 / 28% 10 / 6% 2 / 1% 2 /1% 154/92% 
応急状況の対処 67 / 40% 68 / 40% 29 / 17% 4 / 2% 0 / 0% 135/80% 
 
（注）〔満足以上〕とは〔とても満足〕〔満足〕の合計である 
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表4.5 2014年度日本人参加者全体の満足度の内容及び割合（ｎ=179） 
 
項目 とても満足 満足 普通 不満足 とても不満足 満足以上（注） 
人数/割合
（%） 
人数/割合（%） 人数/割合
（%） 
人数/割合
（%） 
人数/割合（%） 人数/割合（%） 
全体日程 76/41% 98/53% 10/5% 1/1% 0/0% 174/94% 
競技日程 42/23% 84/46% 40/22% 18/10% 0/0% 126/69% 
文化探訪 
（観光地訪問） 
64/35% 87/48% 29/16% 2/1% 0/0% 151/83% 
全般的な運営 98/54% 80/44% 5/3% 0/0% 0/0% 178/97% 
宿泊 58/32% 94/51% 30/16% 1/1% 0/0% 152/83% 
食事 48/26% 93/51% 35/19% 7/4% 0/0% 141/77% 
選手団の規模 37/20% 106/58% 30/16% 10/5% 0/0% 143/78% 
種目別人数規模 43/24% 109/60% 20/11% 9/5% 0/0% 152/84% 
本事業の関連情報 40/22% 89/48% 50/27% 5/3% 0/0% 129/70% 
事業の進行過程 46/25% 86/46% 48/26% 5/3% 0/0% 132/71% 
種目別の運営情報 47/26% 70/38% 53/29% 12/7% 1/1% 117/64% 
交流事業の期間 58/31% 92/49% 13/7% 21/11% 2/1% 150/80% 
運営要員 99/54% 78/42% 8/4% 0/0% 0/0% 177/96% 
通訳 136/74% 43/23% 6/3% 0/0% 0/0% 179/97% 
応急状況の対処 54/31% 89/51% 31/18% 2/1% 0/0% 143/82% 
 
（注）〔満足以上〕とは〔とても満足〕〔満足〕の合計である 
 
②韓国人参加者が満足している項目は何なのだろうか（表4.4）。一番満足以上
の割合が高い項目は92％の「運営要員」と「通訳」である。アンケート末尾の自由
記述欄でも、韓国人は日本の大会運営におけるボランティアが活躍しているのに感
心し、日本の道路環境や自然が美しいときれいだと書いており、このあたりに満足
の理由がありそうである。 
③逆に他の項目に比べ、満足度が低いのは「文化探訪」で〔とても満足〕〔満
足〕の合計で56％しかない。この項目は〔不満足〕10％、〔とても不満足〕2％で
ある。 
「文化探訪」とは第２章でみるように、スポーツ競技の合間に観光地を訪ねること
を指しており、2014埼玉県大会では川越を訪問している。 
不満の理由は、アンケートに書かれた「問題点」及び「改善点」の自由記述欄か
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ら知ることができる。そこに書かれてあるなかで最も多いのは「日程に余裕がない
（1日も自由時間がなかった）」、「日程に計画性がなく、情報伝達が伝えられな
かった」といった事柄である。2014埼玉県大会で川越を訪れたのは過密スケジュー
ルのため、わずか１時間ほどであった。生涯スポーツは記録を争うのではなく、親
善交流の意味が大きく、その点から韓国人参加者の文化探訪への期待は大きかった
と推察され、今後再考の余地がある。 
④他方、日本人の間で一番満足度が高かった項目は何だったのだろうか（表4.
5）。日本人による評価は概して韓国人の評価よりも高いが、そのなかでも項目別
に満足度をみると、「運営要員」96％、「通訳」97％と韓国人側回答と同じ傾向が
みられる。また、自由回答欄では「日韓関係が心配だったが、民間レベルでは友好
的で、来てよかった」などの記述が見られた。 
⑤ところが、逆に満足度の低いものをみると、違う傾向が見出された。つまり、
日本人の場合、満足度が低かったのは「種目別の運営情報」64％、「競技日程」6
9％といった大会の競技自体の運営に関することであり、競技とは別の「文化探訪」
に満足度が低かった韓国人側とは好対照の結果を示したのである。これに関して、
考えられる理由は以下の２点である 
・属性で見たように、日本人側はサラリーマン層が多いのに対し、韓国人側は専
職・自営業など、独立色の強い職種についているものが多い。そのなかで今回の全
国生活体育大祝典は当初のスケジュールが遅れ、期間が延長されるという事態が起
きた。こういうとき、サラリーマン層は職場の関係から予定通り帰国しなければな
らなかったが、韓国の主催者側の対応は情報の提供、競技運営の迅速化などの点で
必ずしも適切なものではなかった。 
・日本スポーツマスターズと韓国全国生活体育大祝典に参加する人々の意識の違
い。もともと本交流事業は、単にスポーツの勝敗を競い合うのではなく、お互いに
交流しあうのを目的としている。そうした意味から、日本側は2011年度までは全国
スポーツ・レクリエーション祭が対応してきたが、その廃止に伴い、スポーツマス
ターズが引き継ぐ形で3年間行っている。しかし、スポーツマスターズは国民体育
大会などとは違うものの、スポーツ・レクリエーション祭と比べ、勝負にこだわる
色彩が濃い。そのため日韓お互いの間に思惑の違いも最近あらわれてきている（4-
4-2で後述）。 
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4-3-2.交流事業による意識変化の相違 
 
ここでは、日韓スポーツ交流事業による意識変化に対する調査の為、「日韓交流
事業に参加した後の日本及び韓国に対する印象に関する質問」として、「①交流事
業参加によって、相手国の文化・歴史・生涯スポーツなどに関する理解ができた
か」、「②交流事業参加によって、相手のイメージが良くなったか」、「③事業を
行うことによって、両国関係が良くなると思うか」という3項目の質問を、筆者か
ら事務局に追加してもらった。 
各項目には今までの評価方法と同じよう、5段階評価とし、〔㋐大変思う、㋑思
う、㋒普通、㋓思わない、㋔特に思わない〕のなかから答えてもらった結果が表4.
6に示す通りである。 
 
表4.6 「日韓スポーツ交流事業」による意識変化に対する調査結果 
 
 特に 
思わない 
思わない 
 
普通 思う 大変 
思う 
人数・割合（%） 人数・割合（%） 人数・割合（%） 人数・割合（%） 人数・割合（%） 
日韓交流事業参加によって、日
本(韓国)の文化や歴史、生涯ス
ポーツに対する理解ができた 
韓国人 
参加者 
0/0% 2/1% 20/12% 84/52% 56/35% 
日本人 
参加者 
0/0% 0/0% 2/1% 86/49% 89/50% 
日韓交流事業参加によって、韓
国に対するイメージがよくなった 
韓国人 
参加者 
0/0% 0/0% 22/14% 86/53% 54/33% 
日本人 
参加者 
1/1% 0/0% 3/2% 59/34% 113/64% 
日韓交流事業参加によって、両
国の関係がより良くなると思われ
る 
韓国人 
参加者 
0/0% 0/0% 7/4% 71/44% 84/52% 
日本人 
参加者 
2/1% 1/1% 10/6% 68/38% 96/54% 
 
全般には今までの調査結果と同じく、韓国人のほうがシビア―な傾向にあるが、
最後の質問すなわち「交流事業参加によって、両国の関係が良くなると思われる」
についてのみは（〔思う〕や〔思わない〕〔特に思わない〕などを鑑みると）、若
干ながら逆転気味である（たとえば、表4.7に見るように〔思う〕〔たいへん思
う〕の合計は韓国人のほうが多い）。日韓スポーツ交流事業がお互いの理解に役立
ち、相手のイメージ改善には役立つものの、日韓関係という政治上の問題解決に役
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立つかどうかについては、日本人のほうが（わずかではあるが）ペシミステックだ
ということなのだろうか。 
 
表4.7 日韓スポーツ交流事業による両国に対する意識変化の相違 
 
 
 
4-3-3.「日韓スポーツ交流事業」の効果に関する考察 
 
ここでは、「日韓スポーツ交流事業」の効果に関する調査の為、「日韓交流の事
業の意味についてどう思うのか」の項目を設け、6つの内容を構成し、 調査を実施、
分析及び考察を行なった。 
項目の6つの内容としては「①本交流事業が持続されるべきだと思いますか」、
「②以後、他人にこの交流事業の参加を勧める意思がありますか」、「③本交流事
業が両国の生涯スポーツの拡大と活性化に役立ったと思いますか」、「④以後、本
交流事業の継続交流で地域・競技団体間の交流が実施されると、また参加する意思
がありますか」、「➄本交流事業が両国の民間交流に大事な役割を果たし、両国の
共同繁栄の礎になると思いますか」、「⑥開催地に観光の目的でもう一回訪問する
意思がありますか 」である。 
各項目は5段階評価とし、〔㋐大変思う（あるいは是非勧めたい）、㋑思う（あ
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るいは勧めたい）、㋒普通、㋓思わない（あるいはあまり勧めたくない）、㋔特に
思わない（あるいは勧めたくない）〕、 から回答を得た。その回答結果は表4.8に
示す通りである。 
 
表4.8 「日韓スポーツ交流事業」の効果に関する調査結果 
 
 
表4.9 日韓スポーツ交流事業の効果に関する調査結果（〔思う以上〕(注)） 
 
（注）〔たいへんに思う〕〔思う〕の合計 
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その結果、以下の２点が見出された。 
①本交流事業が持続されるべきだと思いますか」という質問に対しては〔たいへ
んに思う〕〔思う〕の合計で、日本人・韓国人ともに99％に達しており、「以後、
他人に参加を勧めるか」「また参加するか」についても、ともに90％台で、事業継
続への賛成意見が、自身の継続交流の意思も含め、双方で高いことが確認された
（表4．8参照）。 
②ただし、「スポーツ交流事業の参加後、再度開催地を観光目的で訪れたいか」
という質問には〔そう思う〕以上では韓国人71％、日本人85％に達するものの〔と
くにそう思う〕はそれぞれ23％、35％であり、きわめて限定的であることがわかっ
た。 
 
4-3-4.否定的回答の人たちの傾向 
 
本アンケート調査は質問に対して、日韓ともに大多数の人が肯定的な回答をして
いる。日本人・韓国人との間に〔思う〕〔たいへん思う〕の答え方について、微妙
な差異が認められるが、いずれにしろ全体的感想として〔満足〕以上を答えている
者は８割を越えている。 
そこで本項では、むしろ最初に全般的日程で〔不満足〕（〔とても不満足〕と答
えた者は日韓ともに0）と答えた者が、属性として、どういう人々であり、その他
の質問ではどういう回答をしているか、特に交流事業の効果や今後について、どの
ような回答をしているかを、みてみることとする。 
 
(1)韓国人参加者   
 
韓国人参加者で、最初の全般的日程に「不満足」と答えた者（これを否定的回答
者層と名づける）は実質９名である。 
これにつき、性別、年齢別、職業別にみると、性別は全員男性であり、年齢は20
代1名・30代3名・40代3名・50代2名とばらついている。そして職業は自営業が5
名・専門職が2名・管理職が1名・農業が1名である。 
では、この９名は全日程的に〔不満足〕と答えたのは、どこが不満足だったのだ
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ろうか。それをみてみると9名への複数回答で「文化探訪」8名、「交流事業の期間」
5名が〔不満足〕と答えている。（表4.10）。表4.4で見た韓国人全体で「文化探訪」
に〔不満〕以上を回答した19名の5割近く、「交流事業の期間」に〔不満〕以上を
回答した10名の5割である。このように、否定的回答者層９名は〔不満〕以上回答
者の中核を占めていると考えられるが、逆に全体で「食事」に〔不満〕以上と回答
した9名に、この否定的回答者層9名は一人も入っていない。つまり、否定的回答者
層はどうやら食事といった個人的好みよりも、文化探訪を含む交流事業全体の運営
で批判すべき点は批判するという態度を維持している人々のように思える。 
 
表4.10 全体日程を〔不満足〕と回答した9名の〔不満足と回答した項目〕の割合  
 
 不満足（人数・割合%） 
競技日程 3名/33% 
文化探訪 8名/88% 
本事業の関連情報 2名/22% 
種目別の運営情報 2名/22% 
交流事業の期間 5名/55% 
運営要員 2名/22% 
応急状況の対処 1名/11% 
（注）〔たいへんに不満足〕〔不満足〕の合計 
 
次に、この9名の今回事業に参加しての意識変化、つまり「日韓交流事業参加に
よって、日本(韓国)の文化や歴史、生涯スポーツに対する理解ができた」、「日韓
交流事業参加によって、韓国に対するイメージがよくなった」「 日韓交流事業参
加によって、両国の関係がより良くなると思われる」などの質問に対する回答をみ
てみよう。それを示したのが表4.11であるが、意識変化に関する3つの質問につい
て〔思う〕以上が、全体的に８割近くか、優に約8割を超えている。つまり、事業
の不満足度と関係なく、日韓スポーツ交流を通し、肯定的な意識変化は、表4.7に
みる他の参加者たちと同程度に否定的回答層にも起きているのである。 
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表4.11 全体日程を〔不満足〕と回答した9名の意識変化についての割合 
 普通 思う 大変 
思う 
思う 
以上 
日韓交流事業参加によって、日本(韓国)の
文化や歴史、生涯スポーツに対する理解が
できた。 
2名/22% 7名/78% 0名/0% 7名/78% 
日韓交流事業参加によって、韓国に対する
イメージがよくなった。 
1名/11% 7名/78% 1名/11% 8名/88% 
日韓交流事業参加によって、両国の関係が
より良くなると思われる。 
1名/11% 8名/88% 0名/0% 8名/88% 
（注）〔たいへんに思う〕〔思う〕の合計 
 
では、この否定的回答層９名は日韓スポーツ交流事業の今後について、どう考え
ているのだろうか。それを示したのが表4．12であるが、「本交流が維持されるべ
き」「生涯スポーツの拡大と繁栄に役立つ」「両国の民間交流に大事な役割を果た
し、共同繁栄の礎になると思います」といった質問には、〔思う〕以上が100％を
示し、日韓共同スポーツ交流の意義を評価している。しかし、「他人に参加を勧め
る」「継続交流に参加する」「観光で開催地を再び訪れる」などは、ネガティブな
回答も少なくない。 つまり、これら９人は、日韓スポーツ交流事業の趣旨には賛
同しながら、文化探訪や開催期間など運営方法などに批判的態度を維持しており、
それが本事業の持続の賛同や効果に肯定的態度をとらせながら、再訪や他人に勧め
ることに躊躇を覚えさせる回答になっているように思われる。 
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表4.12 全体日程を〔不満足〕と回答した9名の事業の効果についての割合 
 
 思わない 普通 思う 大変 
思う 
思う 
以上 
本交流事業が持続されるべきだと
思いますか 
0/0% 0/0% 6/66% 3/34% 9/100% 
以後、他人にこの交流事業の参
加を勧める意思がありますか 
0/0% 3/34% 5/55% 1/11% 6/66% 
以後、本交流事業の継続交流で地
域・競技団体間の交流が実施される
と、また参加する意思がありますか 
0/0% 2/22% 4/44% 3/34% 7/78% 
本交流事業が生涯スポーツの拡大
と活性化に役立ったと思いますか 
0/0% 0/0% 6/66% 3/34% 9/100% 
本交流事業が両国の民間交流に大事
な役割を果たし、両国の共同繁栄の礎
になるとおもいますか 
0/0% 0/0% 6/66% 3/34% 9/100% 
開催地に観光の目的でもう一回
訪問する意思がありますか 
2/22% 3/34% 4/44% 0/0% 4/44% 
（注）〔たいへんに思う〕〔思う〕の合計 
 
 
(2)日本人参加者 
 
日本人参加者は肯定的回答者が多く、全体日程が〔不満足〕と答えた人はわずか
一人にすぎない。果たして、この人はどの点が不満足であり、効果につき、どう考
え、今後の交流につき、どう考えているのだろうかを見てみることとする。 
〔不満足〕と回答した1名は40代の男性、自営業者である。 
 この人が〔不満足〕と回答したのは「文化探訪」、「食事」、「選手団の規模」、
「事業の進行過程」、「交流事業の期間」と5項目であるが、事業参加後の意識変
化についての「日韓交流事業参加によって、日本(韓国)の文化や歴史、生涯スポー
ツに対する理解ができた」、「日韓交流事業参加によって、韓国に対するイメージ
がよくなった」「 日韓交流事業参加によって、両国の関係がより良くなると思わ
れる」の3つの項目全部「思う」を回答し、「意識変化」があったと答えている。
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そして事業の効果についての回答では「本交流事業が持続されるべきだと思います
か」では〔思う〕、「 以後、他人にこの交流事業の参加を勧める意思があります
か」では〔普通〕、「 以後、本交流事業の継続交流で地域・競技団体間の交流が
実施されると、また参加する意思がありますか」では〔普通〕、「本交流事業が生
涯スポーツの拡大と活性化に役立ったと思いますか」では〔思う〕、「本交流事業
が両国の民間交流に大事な役割を果たし、両国の共同繁栄の礎になるとおもいます
か」では〔思う〕、「開催地に観光の目的でもう一回訪問する意思がありますか」
では〔思う〕と回答し、〔不満足〕の回答はなく、6項目の中、4つの項目が〔思
う〕と回答し、効果があると答えている。つまり、全体的回答が一人ということも
あって、前項の韓国人の場合で行われたような考察を進められないのが正直な結論
である。 
 
(3)否定的回答者たちのまとめ 
 
 日韓双方の回答傾向をまとめてみると、全般的日程に〔不満足〕と答えた人の数
が、韓国人9人対日本人1人という差は大きい。しかし、その９人の〔不満足〕の詳
細や理由をみてみると、交流事業の趣旨には賛同しながらも、実際に行われている
運営への批判が大多数を占めている。今回のような形でのアンケート調査を行って、
はじめて明らかになったことであり、こうした不満を取り除くことが日韓スポーツ
交流事業の究極の目標でもある。今後は開催者の事務局が毎年度アンケートを、そ
れも今までのように自国民だけではなく、相手国民に対しても行うことによって、
その〔不満足〕の原因を取り除いていくことが望まれる。 
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4-4. 現在までのヒアリング調査 
 
筆者は「2011年度日韓スポーツ交流事業」の日本・栃木県で行われた 全国スポ
ーツ・レクリエーション祭の通訳ボランティア参加をきっかけに、現在の「2014年
度日韓スポーツ交流事業」に至るまで、通訳ボランティアとして参加しつづけてき
た。その経緯から、交流事業の両国の主催者から、2011年度以来担当の種目である
テニス競技の日本および韓国のテニス協会の方々及び参加者選手そして筆者ととも
に働いた通訳ボランティアの同僚たちに至るまで多様な意見をヒアリングすること
ができた。本項では、それらを紹介し、「日韓スポーツ交流事業」の意味を考察す
る。 
 
4-4-1．ヒアリング対象及び期間 
ヒアリング調査の期間は主に「2014年度日韓スポーツ交流事業」の日本埼玉県ス
ポーツマスターズ(2014年9月19~24日)及び韓国江原道束草日韓生活体育交流(2014年
11月1日~5日)の期間であった。 
ヒアリング対象は主に以下の方々である。 
① 主催者 
〔韓国側〕 
韓国国民生活体育会・地域振興部部長・李錫雨氏 
次長・金娟秀氏 
   〔日本側〕 
   日本体育協会・スポーツ振興部国際課 理事・池田美由紀氏 
                     主事・岩田亜紀子氏 
② テニス団体 
〔韓国側〕 
韓国国民生活体育・全国テニス連合会処長・崔慶善氏  
韓国国民生活体育・ 江原道束草テニス連合会会長・金仁权氏 
江原道束草テニス連合会に所属しているテニス選手の方々 
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〔日本側〕 
日本テニス協会・埼玉県テニス協会副会長・油井正幸氏 
日本女子テニス連盟埼玉県支部理事・海田久美子氏 
埼玉県のテニス連合会に所属しているテニス選手団の方々 
このほか、本事業 に参加した両国の通訳ボランティアの人々からも、仕事の合
間などに、日韓スポーツ交流事業に関する 意見及び感想をきいた 
 
4-4-2．ヒアリング内容 
 
(1)主催者関係  
〔 韓国側 〕 
「日韓スポーツ交流事業は日韓の友好協力関係に大きく寄与してきた」と韓国国
民生活体育会の地域振興部の金次長は筆者に断言した。この事業は2002年ワールド
カップの日韓共同開催決定をきっかけにして両国の外務省が推進してきた、いわば
ナショナルプロジェクトのようなものであり、一部で噂されているような廃止にな
る恐れはないだろうという。また、民間草の根レベルの交流としても、この事業は
意味があり、たとえば生涯スポーツの全国大会はそれまで韓国になかったのが、日
韓スポーツ交流事業の発足によって、全国生活体育大祝典ができあがっていったも
のである。 
 今後もこの事業が維持される理由として、同次長はまた、過去約20年間に蓄積さ
れた双方の信頼関係をあげた。韓国は他にも台湾やトルコ、インドネシアなどと交
流事業を立ち上げたことがあるがいずれもうまくいかず、長続きしなかった。しか
し、外交関係ではさまざまな屈折があっても、この事業は今まで継続されてきてお
り、それは日韓の当事者たちがお互い信頼関係をもっているからである。 
 ただ、現在の問題として、同次長は資金不足をあげた。そのため通訳養成なども
進んでおらず、また継続交流の大切さは認めながら、そのための補助金予算は定期
的には用意されていないようであった。 
 このように韓国側では、過去の日韓スポーツ交流事業の蓄積は大きなものがあり、
当分は現状の規模は維持されると考えられる。しかし、そうしたなかで継続交流な
ど、日韓だけの形で新規予算を獲得することは難しく、中国を含んだ（同会は日韓
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と同じく、韓中でも同種の交流事業を実施中である）東アジア全体の交流推進とい
った形で、存続をはかろうという戦略のようであった。同会が行っている交流事業
参加者アンケートが日韓・韓中をあわせた形で公表されていたり、予算も全体で確
保されているため、日韓の分だけを取り出すことが難しいという返事だったのも、
こうした理由によるものかもしれない。 
 
 いずれにしろ、地域振興部次長は日韓スポーツ交流事業を開始してから、20年近
くずっとこの事業に関係したキーマンであり、その重要性を認識し、今後の維持・
発展への自信もあるようであった。 
 
〔 日本側 〕 
 日本体育協会にとっても、この交流事業は同会が行っている交流事業のうちで最
も歴史があり、規模も大きい事業で、さまざまな政治や歴史の障害を乗り越えて、
今後も続けたい意向であるとのことであった。特に重点を置いているのは、大会参
加後もお互いが交流をつづける継続交流の促進であり、日本側はそうした団体に向
け、補助の予算もあり、実績もあるということであった。気にかかっているのは、
こうした継続交流支援の予算が韓国側は用意されていないことで、最近はそのため
に日本側が支援しようという動きもあることを、テニス協会から教えられた（巻末
資料参照）。 
 
(2)両国の参加者  
 
 筆者は2011年度日韓スポーツ交流事業の通訳ボランティアとして参加をし、それ
で、担当種目のテニス競技の日本および韓国のテニス参加者選手を中心とヒアリン
グが出来た。 
そこで問題になったのは、日本側の受け皿の変化に関してである。 
2011年度までは日韓スポーツ交流事業で日本側の大会は全国スポーツ・レクリエ
ーション祭であった。しかし2011年、全国スポーツ・レクリエーション祭がなくな
ったことで、翌年からは日本スポーツマスターズに交流の大会が変わっている。問
題なのは、日本スポーツマスターズに参加してくる選手は、一般人の中でも選手と
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して経歴がある者が多いことである。他方、韓国の全国体育大祝典はスポーツを楽
しむことを目的とする大会で、そのため参加者の運動レベルが日本スポーツマスタ
ーズよりも低い。それで、日本スポーツマスターズに参加しても、日本の選手たち
とあまりにレベルが違うという当惑が韓国側では出始めているようである。 
目下のところ、韓国側はこれを大きく問題視する考えはないようだが、日韓スポ
ーツ事業をとりやめようという政治的判断が働けば、その理由にされてしまう恐れ
なきにしもあらずだろう。 
そうした問題はあるにせよ、韓国側の当事者間では、スポーツ交流事業は日本の
生涯スポーツを経験ができ、とてもいい経験だという意見のほうが強い。 
 たとえば、韓国国民生活体育・全国テニス連合会の処長によると、日本のテニス
競技のセルフジャッジなどのルールやスポーツ精神などは見習うべきだと証言して
いる。日本人と一般レベルでテニスを活発に競技できるようになることを、韓国側
は望んでいるのである。 
 他方、日本人参加者に聞いても、マスコミの報道とは違って、韓国人は親切でと
ても感動したという意見が多く、また韓国に来たいという意見をわたしに語る人が
大部分であった。 
 
(3)通訳ボランティア  
 
 日韓スポーツ交流事業の日本スポーツマスターズと韓国全国体育大祝典は国際競
技ではないので、両国の大会への韓国人および日本人参加者には、通訳がたいへん
重要な役割をもっている。両国の各大会には約20名の通訳ボランティアが参加し、
各種目に2名の通訳が配置される。通訳ボランティアはほとんど韓国人であり、10
名は日本体育協会および韓国国民体育会から派遣され、残り10名は開催地の体育協
会が募集し、各種目に配置する。20名のうち、半数は2回以上この交流事業に通訳
ボランティア経験があり、その人々を中心に感想を聞いた。 
 通訳たちがこの事業に参加するようになった経緯は多様なものである。彼ら/彼
女のうち半数は、継続交流の通訳にも参加しており、この継続交流が行われている
ことが日韓スポーツ交流の特徴だし、継続して仕事があるという意味で自分たちの
やりがいにもなっているという。 
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そして、日本スポーツマスターズと韓国全国体育大祝典での通訳ボランティアの
マニュアルはほとんど一緒であるが、多少違う部分としては、日本側では旅行会社
が開催地の文化探訪を担当し、スケジュールおよび場所などをその時に対応してく
れる。通訳ボランティアは開催地の観光地を分からない場合もあるので、その対応
は現地の観光、文化探訪の満足度を高める理由であると指摘した。 
 彼らの意見をまとめると、最近の日韓間の葛藤の大きい理由はマスコミによるも
のである。筆者も同感で、本事業のアンケートおよび参加者のヒアリング、そして
通訳ボランティアの経験としても、日韓のあつれきは一部の偏見がマスコミという
媒介から伝えていることではないかと思う。そして通訳ボランティアのほとんどは
日韓スポーツ交流事業をはじめ民間の交流を通して、日韓はもっと親しくなれるは
ずだと話している。日本人もこうした事情をよく理解してほしい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
60 
 
4-5．【4章】のまとめ 
 
①日韓スポーツ交流事業のアンケート調査によると、日韓双方とも８割以上が満
足したと回答し、事業後に相手のイメージも変わり、事業の将来も前向きであると
回答した人が多いことが分かった。 
② 比較的に満足度が低い項目として、文化探訪、全体的な日程があり、これら 
相対的に満足度が低い項目に関しては今後、再検討が必要である。 
③ 現在の日韓スポーツ交流事業で、日韓双方の参加者に対し、2014年韓国生活 
体育会がアンケート調査を行ったところ（質問票作成に筆者も参画）、現在行われ
ている事業の内容、効果、これからの発展につき、肯定的回答がいずれも８～９割
に及ぶ。 
④  全般的に〔不満足〕と答えた人の数は、韓国人のほうが日本人よりも多い。 
しかし、その傾向を他の質問に対する回答でみると、交流事業そのものの否定や効
果、将来性への疑問というより、むしろ文化探訪や開催期間など、現在行われてい
る事業の運営などへの不満であることが明らかになった。 
⑤ 日韓双方の開催者、参加者（テニス）、関係者（通訳）へのヒアリング結果 
からも、継続交流に対する予算措置（韓国側）、全国スポーツ・レクリエーション
祭廃止に伴う双方の生涯スポーツ大会のレベル差（特に日本スポーツマスターズ、
日本側）などの課題は残すものの、草の根型スポーツ交流として、そしてしいては
日韓の民間交流としても、今後も開催していくべきだという積極的意見が大半であ
った。 
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第5章 結論 
 
ここで本論文を結ぶ章として、各章をまとめ、その結果として全体的結論を述べ、
最後に日韓スポーツ交流事業に対し、提言を行う。 
 
5-1.各章のまとめ 
 
各章で述べたことを整理する。 
 
第1章では、日韓スポーツ交流事業の背景、研究の目的・方法・範囲・論文構
成・仮説そして既往研究について紹介した。 本論文では、2002年ワールドカップ
共同開催と共に始まった「日韓スポーツ交流事業」を中心とした日韓の民間レベル
のスポーツ交流の意味を考え、本事業の効果を評価することを目的とした。その方
法として文献調査を通して第2章で概要を調査し、第3章および第4章でアンケート
の分析・調査により、有効な成果をはたしているかを評価し、その評価を基に今後
を提言することとした。 
 
第2章では、本論文で着目している「日韓スポーツ交流事業」の「成人交歓交流」
の概要を調査・整理した。本事業の全般的な概要として、経緯・しくみ・事業の行
事日程を整理し、特徴として ①本事業は首脳会議から始まった経緯から民間交流
を政府が支援するという形で進められてきており、現在（2015年1月）まで一度も
中止になることなく、18回続けて開催されてきている。②特に成人交歓交流は、お
互い生涯スポーツ全国大会に特別参加するというユニークなシステムを取っており、
これが交流が草の根型で支えられている理由である。③本事業はたった1回で交流
を終わらせることなく、持続的に交流を続けていく継続交流を目的していることな
どを整理した。 
 
第3章では、日韓スポーツ交流事業・成人交歓交流の参加者を対象とした両国団
体（日本体育協会・韓国国民生活体育会）による既存アンケートの結果（公表）を
比較・分析した。この結果により、日韓両国で行なわれた参加者への調査は、いず
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れも肯定的な回答が多く、満足度や今後の参加意思も全体的に高い傾向であること
がわかった。ただし、①アンケート対象はいずれも自国民に限られている、②アン
ケート内容は、質問、回答の選択肢数などが日韓で異なり、両国国民での比較が難
しい、③韓国側アンケートは、中国など日本以外の国との交流に参加した者も加え
た調査であり、日韓分に限定したデータの入手が不可能などの点が明らかになった。
そこで筆者が韓国の国民生活体育会に申し入れて、日本人・韓国人の参加者双方に
共通の質問をする形で日韓スポーツ交流事業に限定したアンケートを実施すること
で協力してもらった結果が、次の第４章である。 
 
第4章では、韓国国民生活体育会の協力を得て、アンケート質問票作成に筆者も
参画させてもらい、「日韓スポーツ交流事業・成人交歓事業」の参加者を対象に、
調査分析を行った。更に筆者が2011年以来、継続して日韓スポーツ交流事業の通訳
ボランティアに従事している利点をいかし、両国の開催者、参加者（テニス関係）、
関係者（通訳ボランティア）を中心とヒアリング調査を行なった。 
今回のアンケート調査では、第3章の既存調査でみた満足度の高さが確認され、
日韓双方とも参加者の8割以上が、事業の全般に関して〔満足〕または〔たいへん
満足〕と答えていた。また、事業参加後に相手の国のイメージも変わり、事業の将
来についても前向きに回答した人がやはり日韓ともに８割以上であることも判明し
た。 
「全体日程」に〔不満〕と答えた者は韓国人のほうが日本人より多かったが、そ
の不満の多くは「文化探訪」などの事業運営に対してであり、日韓スポーツ交流事
業自体の趣旨、成果、今後の方向性についての質問に対しての回答は、肯定的・積
極的であった。「文化探訪」などは開催スケジュールの過密さから、自分たちが訪
問してみたいと思っていた日本の地を充分見て回れなかったことなどが、不満の理
由であるのも、今回の調査でわかった点であった。また、ヒアリング調査において
は日韓開催者双方で重要と認識されている継続交流（交流を大会参加の一過性で終
わらせるのではなく、種目や地域間で交流を続けていくこと）が、今なお実績数は
維持されているものの、韓国側では補助金などの支援予算の点が問題になっている
ことなどが判明した。韓国では予算不足によって、参加者の自己負担も日本側の４
倍であり、これも韓国人側の運営に対するシビア―な感想も原因の一つになってい
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るようである（しかし、そうした自己負担の多さにも拘わらず、参加者数がキープ
されていることに、むしろ韓国側の交流への熱意をみるべきかもしれない）。 
 
5-2． 日韓スポーツ交流事業の評価と課題 
 
 5-2-1.全般的な評価 
 
 今まで述べてきた考察から、日韓交流スポーツ事業について、以下のように評価
することができる。 
 すなわち、さまざまな政治的状況の変化にも拘わらず、発足以来、18年間にわた
って続けられている本事業は、文献調査、アンケート調査、ヒアリング調査のいず
れからも開催者・参加者（選手）・関係者（通訳ボランティア等）の支持を得てい
ることが確認され、成果をあげていると評価でき、今後も続行していくべきである
と考えられる。 その理由は以下の通りである。 
 
 第一は、この事業が18年間休むことなく続けられ、しかも当初よりも参加規模が
多い400人規模が維持されたまま、今に至るも続いているという実績である。それ
を支えているのは、2002年ワールドカップ共催を契機として首脳会談で決められた
という政治性と、実際に行われているのは誰でもが参加できる生涯スポーツの大会
で、しかも相手の大会に参加するという、草の根的な性格の両方であり、その両方
がうまくバランスがとれているからであると思われる。しかし、日韓両国にとって
大事な機械にも関わらず、現時点まで両国共同のアンケートがなかったことは問題
であると指摘する。日韓両国で重要であると判明している民間交流の発展の為には
これから両国共同の調査は必ず必要であると思われる。 
 
 第二に、この事業は大会参加という一過性に終わらず、そこから先も独自に地域
同士、種目別同士が交流をつづけるという「継続交流」が、今に至るも行われてい
る。昨今、韓国側ではこの補助金予算を獲得するのが難しくなっているようである
が、そんな韓国においても、図2.1に見るように継続交流の参加者が増えている事
実は肯定的に評価すべきだと思う。 
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 第三に、今回アンケート調査で明らかになったように、日韓参加者双方とも８割
以上が、事業に満足し、これからも続けていくべきであるとしている点である。確
かに、韓国人参加者のなかには日本人よりも多く、不満足的回答をしている人たち
もいるが、そのほとんどは事業の運営方法に対してであって、事業の趣旨やこれか
らの続行については、肯定的回答を維持している。 
 
実は、一般の両国民のお互いの感情には厳しいものがある。特定非営利活動法
人言論NPO・東アジア研究院の(2014）『第2回日韓共同世論調査日韓世論
比較結果』によると、相手国に対する印象に関するアンケートで「悪い」
と回答した韓国人の割合は実に約７割、日本人でも５割以上に及ぶ。歴
史問題、領土問題が両国民の上に影を落としている証拠だが、両国民は
必ずしもそうした悪い関係を今後も維持すべきであると思っているわけ
ではない。同じ調査で、両国民の６割以上が現在の関係を「望ましくな
い」または「問題であり、改善すべき」と考え、同じく７割以上が、改
善の方策として「民間交流」を「重要」または「どちらかといえば重要」
と答えているのは、その証しである（図5.1）。 
日韓両国にとって「日韓スポーツ交流事業」は継続性のある交流を粘
り強くつづけていくことが、歴史的に難しい両国関係の緩和に、民間レ
ベルで最も役立つ貢献であると考える。  
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(1)相手国に対する印象  
 
 
（2）両国間の国民感情現状に対する認識  
 
 
（3）民間交流の重要性への認識 
図5.1特定非営利活動法人言論NPO・東アジア研究院(2014）『第2回日
韓共同世論調査日韓世論比較結果』http://www.genron-npo.net/world/g
enre/cat212/post-287.html、2015年1月5日閲覧 
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5-2-2．研究上の課題 
 
 ①アンケート・データの不足 
今まで公表されてきたアンケート内容とその結果は第３章に紹介されたとおりで
あり、今回その限界を越えたアンケートを第４章にみるように行うことができた。
しかし、これについては最初の試みであっただけに、今後なおアンケートを積み重
ねる必要がある。たとえば、同じように日本人・韓国人の両方を対象にしたとして
も、日本体育協会が行えば、必ずしも同じ結果が出るとは限らない。よって、質問
内容・回答の選択肢をできるだけ統一した上で、日韓双方で調査を行い、それを各
年積み重ねていくことによって、アンケートのデータが信頼性のあるものになって
いくと思われる。そうすれば、たとえば種目別あるいは地域別での差異も出てくる
であろうし、それを今後の事業運営に活かしていけると思い、また、アンケートは
参加者（選手）だけでなく、通訳ボランティアなど関係者に対しても、行うべきで
あった。 
 
②文献調査・ヒアリング調査の不足 
今回は従来の伝手を活かして、できるだけ多くの内容を関係者からヒアリングす
ることができた。しかし、それだけでもわからなかった点も多く、たとえば韓国側
における政府からの補助金、特に継続交流に対するそれは、端的にいって複雑にな
っているという答が得られたのみであった。文献調査も、もう少し政府関係の公表
資料をあたってみるべきであった。 
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5-3．改善点および貢献への提言 
 
 今回の調査から浮かび上がった問題や結果を踏まえ、①現状行われている日韓ス
ポーツ交流事業に対する改善、及び②日韓スポーツ交流事業の成果を踏まえた上で
の日韓交流への貢献可能性といった二種類に分け、以下提言を行う。 
  
5-3-1.改善への提言 
 
① 日韓共同のアンケート実施 
今回、 韓国国民生活体育会の協力を得て、両国参加者へのアンケートを行なっ
たが、そこで得られた成果は予想以上に大きなものであった。心配されたような片
方の国の評価がネガティブだったというような偏重した結果もなかった。そこで今
後は本事業の正当な評価を行い、問題点を解決するためにも、両国で一括性のある
アンケートを実施し、今後に活かしていけるような形とすることを提案する。 
 
② アンケートなどで浮き彫りになった問題の解決 
今年度のアンケートによると、不満足度が比較的に高かった項目は「競技日程」
や「文化探訪」および「行事の日程」などであった。いずれも大会運営上の問題で
あり、参加者の希望や事情（もっと相手国を観光したいとか、属性としてサラリー
マンが多く、時間を無駄にしたくないとか）を把握・理解していないなかで、開催
者がスケジュールの過密化に走ったところから出てきた問題である。これらの感想
が、事業全体の不満に大きな影響となってあらわれていることも今回アンケートで
知ることができた点である。その解決のためには、①で提案したアンケート実施と
ともに、そこで判明した問題を共通で認識し、次期大会に反映させるような反省会
や企画委員会などのシステムづくりが必要である。 
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③ 継続交流の充実 
継続交流については、全体的に不満足と回答した韓国人参加者も、その必要性を 
認めており、日韓スポーツ交流事業の特徴の一つである。両国の継続交流の意思を
確認し、日本側で検討中という韓国人参加者招待制度（費用は日本側が負担）など
も検討すべきであると思う。このような意見は、実際2014年度の交流後、継続交流
を希望するスポーツ協会の両国の関係者から聞けたヒアリングであり、継続交流に
て希望はしているが、比較的に韓国側の援助が日本より少ないが日本側からはその
差について負担をしても継続的に続けたいと意見を示した。これを通し、両国は共
同に継続交流の円滑の為、検討を徹底的に行い、継続交流を充実する必要があると
判断できる。 
 
④ 両国生涯スポーツ大会受け皿のレベル統一 
日韓スポーツ交流事業・成人交歓交流は2011年まで日本側は全国スポーツレクレ
ーション祭が交流の受け皿であったが、2011年全国スポーツレクレーション祭の廃
止とともに、よりレベルが高い日本スポーツマスターズへと変更になった。スポー
ツマスターズは各県の競技のレベルが高い一般人を選出し、参加する大会であり、
韓国・ 全国生活体育大祝典への参加者より、高いレベルの選手が参加しているこ
とで、日韓スポーツ交流で両国の参加者から問題としての声が出始めている。これ
が高じれば本事業の低調下の引き金になりかねない。今後は円滑なスポーツ交流を
する為、可能ならば大会の変更もしくは事前に大会の内容を参加者へ強く周知する
ことが望まれる。 
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5-3-2．国際関係への貢献に向けた提言 
 
民間交流は前項で述べたような具体的改善とともに、ビジョンをもたなければな
らず、そのビジョン構築のための示唆を以下に記す。 
 
① 東アジアにおける国際関係への貢献 
韓国国民生活体育会は日本だけではなく、中国との交流も活発に行なっている。
対して日本体育協会の中国との交流は政治問題に阻まれて実現しないときが出始め
ている。東アジアで日韓中となると、東アジア情勢緩和のために、韓国が日本と中
国との間に等距離に立ってやれることは民間交流でも、そして生涯スポーツ交流で
もあるはずである。また、そうしたことが日韓スポーツ交流を発展させると思われ
る。 
 
② 2018・2020オリンピックとの協調 
2002年度ワールドカップ日韓共同開催のときのように、韓国は2018年平昌で冬
季オリンピックを、そして日本は 2020年東京で夏季オリンピックを開催
する。この２年間は世界の目が再び日韓両国に向くチャンスである。日
韓両国のスポーツ交流事業開催団体がこの機をとらえ、現在の事業を見
直し、修正すべきところは修正しながら、交流のためのビジョンを再構
築し、より良きものに発展させることを祈りたい。 
 
【5章の参考文献・資料】 
・特定非営利活動法人言論NPO・東アジア研究院(2014年7月)『第2回日韓
共同世論調査日韓世論比較結果』 http://www.genron-npo.net/world/g
enre/cat212/post-287.html、2015年1月5日閲覧 
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2014年度日韓スポーツ交流事業のアンケート調査 
 
①〔韓国人参加者対象〕 
②〔日本人参加者対象〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  アンケート調査①〔韓国人参加者〕 
 
 
 
このアンケートは、今後、韓国と日本のスポーツ交流事業を推進していく上で、また大
会をより有意義なものとして発展させていくための基礎資料として参考にさせていただく
ものです。皆様のご意見をお聞かせください。ご協力をお願い致します。 
 
 
 
 
内容（満足度） 
とても 
不満足 
不満足 普通  満足 とても満足 
1-1 交流事業 全体日程 ① ② ③ ④ ⑤ 
1-2 競技日程 ① ② ③ ④ ⑤ 
1-3 文化探訪 ① ② ③ ④ ⑤ 
1-4 運営 ① ② ③ ④ ⑤ 
2-1 宿泊 ① ② ③ ④ ⑤ 
2-2 食べ物 ① ② ③ ④ ⑤ 
2-3 車両 ① ② ③ ④ ⑤ 
3-1 全体選手団規模 ① ② ③ ④ ⑤ 
3-2 種目別参加人員 ① ② ③ ④ ⑤ 
4-1 交流事業関連情報 ① ② ③ ④ ⑤ 
4-2 種目別運営情報 ① ② ③ ④ ⑤ 
5-1 交流事業行事過程全般 ① ② ③ ④ ⑤ 
6-1 期間 ① ② ③ ④ ⑤ 
7-1 運営役員 ① ② ③ ④ ⑤ 
7-2 通訳 ① ② ③ ④ ⑤ 
8-1 応急状況対策 ① ② ③ ④ ⑤ 
2014年度日韓スポーツ交流事業に関するアンケート 
9. 韓日交流の事業の意味についてどう思いますか?  
本事業は、2002 年ワールドカップ·サッカー大会の成功的開催のために 1997 年から始まり、共同未来プ
ロジェクト事業で拡大推進され、両国の地域･競技団体間の交流の活性化と友好増進という目的があります。
このような目的と意味を考慮して次の項目にご回答願いします。 
 
 
 
10．韓日交流事業に参加したあとの韓国に対する印象に関する質問です。 
 
区分 内容 
特に 
思わない 
思わない 
どちらで
もない 
思う 
とても 
思う 
10-1 
日韓交流事業参加によって、日本の文化や歴
史、スポーツに対する理解ができた ① ② ③ ④ ⑤ 
10-2 韓国のイメージがよくなった ① ② ③ ④ ⑤ 
10-3 両国の関係がより良くなると思われる ① ② ③ ④ ⑤ 
10-4 生活体育の理解がより良くなったと思う ① ② ③ ④ ⑤ 
 
区分 内容 
特に 
思わない 
思わない 
どちらでも
ない 
思う 
とても 
思う 
9-1 
本交流事業が持続するべきだと思います
か? 
① ② ③ ④ ⑤ 
9-2 
以後、他人にこの交流事業の参加を勧める
意思がありますか？ ① ② ③ ④ ⑤ 
9-3 
以後、本交流事業の継続交流で地域・競技
団体間の交流が実施されるとまた参加す
る意思がありますか？ 
① ② ③ ④ ⑤ 
9-4 
本交流事業が両国のスポーツ拡大と活性
化に役立ったと思いますか? ① ② ③ ④ ⑤ 
9-5 
両国の民間交流に大事な役割を果たした
と思いますか? ① ② ③ ④ ⑤ 
区分 内容 
特に 
思わない 
思わない 
どちらで
もない 
思う 
とても 
思う 
11-1 
観光等の目的でもう一回訪問する意思があ
りますか ① ② ③ ④ ⑤ 
11-2 日本を訪問した回数は？ ① 1回 ② 2回 ③ 3回 ④ 4回 ⑤ 5回以上 
11-3 
体育交流を目的とし日本に参加した回数
は？ 
① 1回 ② 2回 ③ 3回 ④ 4回 ⑤ 5回以上 
 
 
12-1 
今回の交流期間中、日本で支出した個人の費用はど
れくらいですか？ 
                            円 
 
 
13-1 本交流事業の参加動機は？ ① 自ら志望 ②周りの進め 
③ その他 
(              ) 
13-2 主催者をご存知ですか? ① はい ② いいえ 
13-3 主観者をご存知ですか？ ① はい ② いいえ 
13-4 後援者をご存知ですか？ ① はい ② いいえ 
14-1 性別 ① 男子 ② 女子 
14-2 年齢 ① 20代 ② 30代 ③ 40代 ④ 50代 ⑤ 60代以上 
14-3 職場は 
① 専門職 ② 事務職 ③ 管理職 ④ 生産職 ⑤ 公務員 
⑥ 販売職 ⑦ 労務職 ⑧ 自営業 ⑨ 農業 ⑩ 主婦 
⑪ 学生 ⑫ 無職 ⑬ その他 (                       ) 
15-1 改善点について書いてください 
15-2 意見をご自由に書いてください 
 アンケート調査②〔日本人参加者〕 
 
 
 
  このアンケートは、今後韓国と日本のスポーツ交流事業を推進していく上で、また大会
をより有意義なものとして発展させていくための基礎資料として参考にさせていただくも
のです。皆様のご意見をお聞かせください。ご協力をお願い致します。 
 
1. 交流事業の構成及び水準などを含めて行事內容に滿足しましたか? 
 1-1 全體日程          大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                            
 1-2 競技日程         大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                            
 1-3 文化探訪(觀光)     大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                            
 
 1-3-1 韓國の訪問期間中、印象に残っている場所は? (複數選擇可能) 
     ① 束草市立博物館       ② 雪岳山ケーブルカー      ③ 新興寺        
     ④ 古宮博物館           ⑤ 明洞          ⑥その他(                           ) 
 
 1-3-2 次回韓國訪問の際、是非行ってみたい場所があればお書きください。(複數回答可能) 
                                                       
                                                       
 
 1-4 本交流事業について、参加する前の期待感と比べて満足感はいかがでしたか? 
                    大滿足          滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                            
 
 1-5 他の類似行事(スポーツ及び国際交流)に参加した経験と比べてどれくらい満足しましたか? 
   □経験がない             □経験がある 
                    大滿足          滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                            
 
2. 交通、行事場所及び施設は、滿足でしたか? 
 2-1 宿所                        
               大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
 □Maremons Hotel                   
 
                        大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
 □Seoul Olympic Parktel               
2014年度日韓スポーツ交流事業に関するアンケート 
                     大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
 □その他(10月31日~11月3日に移動する競技)       
 2-2 食事                大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                            
 2-2-1 今回の滯留中、おいしかった食べ物は? (複數選擇可能) 
       ① 山菜ビビンバ           ② カルビタン                 ③ おぼろ豆腐定食    
      ④ 韓定食                    ⑤ その他 (                  ) 
 2-2-2 次回韓國訪問時、是非食べてみたいものがあればお書きください。 
                                                       
                                                       
2-3 車両(バス等)         大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                            
 
3. 行事に参加した人數は適當だと思いましたか? 
 3-1 全體選手團(195名)   
大変思った  思った  どちらでもない 思わなかった  全然思わなかった 
                            
 3-2 種目別人數          
大変思った  思った  どちらでもない 思わなかった  全然思わなかった 
                            
4. 交流事業の関連情報なども含めて行事広報については滿足でしたか? 
 4-1 交流事業の関連情報  大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                             
 4-2 種目別運營情報      大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                             
 
5. 行事の進行過程については滿足でしたか? 
                    大滿足          滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                            
 
6. 交流の期間は適當だと思いますか? 
 6-1 6泊7日           大変思う      思う    どちらでもない   思わない  全然思わない 
                           
 6-2 思わない/全然思わないを選んだ場合は、ご意見をお書きください。 
                                                  
                                                  
7. 運營要員の熱意、專門性などについては滿足でしたか? 
7-1 運營本部(種目別含む)  大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
    
                         
7-2 通譯                 大滿足         滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                             
8. 交流期間中の應急狀況の措置については滿足でしたか? 
                     大滿足          滿足         普通          不滿     非常に不滿 
                             
9. 韓日交流の事業の意味についてどう思いますか?  
  本事業は、2002年ワールドカップ·サッカー大会の成功的開催のために1997年から始まり、共同未来プロジ
ェクト事業で拡大推進され、両国の地域･競技団体間の交流の活性化と友好増進という目的があります。このよ
うな目的と意味を考慮して次の項目にご回答願いします。 
 
 9-1 本交流事業が持続されるべきだと思いますか? 
             大変思う      思う    どちらでもない   思わない  全然思わない 
                   
 
 9-2 以後、他人にこの交流事業の参加を勧める意思がありますか? 
            是非勧めたい     勧めたい   どちらでもない  あまり勧めたくない   勧めたくない 
                   
 
 9-3 以後、本交流事業の後続交流で地域･競技団体間の交流が実施されると、また参加する意思がありますか? 
            是非参加したい   参加したい    どちらでもない  あまり参加したくない   参加したくない 
                   
 
 9-4 本交流事業が両国の生涯スポーツの底辺拡大と活性化に役立ったと思いますか? 
        大変思う      思う    どちらでもない   思わない  特に思わない 
                     
 
 9-5 本交流事業が両国の民間交流に大事な役割を果たし、両国の共同繁栄の礎になると思いますか? 
             大変思う       思う   どちらでもない  思わない  特に思わない 
                   
 
10. 今回の韓國訪問期間中、不便だった点、または改善してほしい点があればお書きください。 
                                                                                                                                                                                                                                     
                                                                   
 
11. 今回の韓國訪問期間中のエピソード、また御意見があればお書きください。 
                                                                                                                                                                                                                                                                                   
                                                                   
 
 
12. 韓日交流事業に参加したあとの韓国に対する印象に関する質問です。 
 12-1. 韓-日交流事業参加によって,韓国の文化や歴史、生涯スポーツに対する理解できた。 
             大変思う       思う   どちらでもない  思わない  特に思わない 
                   
 12-2. 韓-日交流事業参加によって, 韓国に対するイメージがよくなった。 
             大変思う       思う   どちらでもない  思わない  特に思わない 
                   
 12-3. 韓-日交流事業参加によって,両国の関係がより良くなると思われる。 
          大変思う       思う   どちらでもない  思わない  特に思わない 
                   
13. 今回の韓國訪問は何回目ですか? 
 13-1 訪問回数 
 ① 1回        ② 2回             ③ 3∼4回            ④ 5回以上 
 13-2 スポーツ交流参加を目的とした韓国訪問は何回目ですか? 
 ① 1回        ② 2回             ③ 3∼4回           ④ 5回以上 
 
 13-3 江原道(束草等)に観光等の目的でもう一回訪問する意思がありますか? 
            是非訪問したい   訪問したい    まあまあ  あまり訪問したくない  訪問したくない 
                  
14. 今回の交流期間中、韓国で支出(記念品等)した個人の費用はどれくらいですか?  
    (韓日生活体育交流の経済効果の分析のための基本資料です) 
                                 ウォン  
□  回答者 
1. 性    別 ① 男             ② 女 
2. 年    齡 ① 20代    ② 30代    ③ 40代    ④ 50代    ⑤ 60代以上 
3. 職    業 
① 專門職   ② 事務職   ③ 管理職   ④ 生産職   ⑤ 公務員   ⑥ 販賣サービス 
⑦ 勞務職    ⑧ 自營業(事業)   ⑨ 農業    ⑩ 主婦   ⑪ 學生   ⑫ 無職 
⑬ その他(                ) 
4. 參加動機 ① 自分が願って    ② 周りの参加要請    ③ その他(               ) 
5. あなたはこの交流事業の主催、主管、後援先をご存じですか? 
  主催:國民生活體育會 
  主管:江原道生活體育會、國民生活體育全國種目別連合會 
  後援:文化體育觀光部, 國民體育振興公團, 江原道 
① はい     ② いいえ 
 
